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技術士包装物流会会報 2025-26 年

巻頭言 坂巻千尋

１．はじめに

二度とマスク無しでは外出が難しいだろうと覚悟したコロナ禍も 2023 年の 5月に

は 5類感染症に移行し、ようやく元の生活が戻ってきました。しかし相変わらずその流

行は続いており、まだまだ電車の中等公共場所でのマスクは手放せない日が続いていま

す。この 1年皆様はいかがお過ごしだったでしょうか。

政治や経済に関しても方向性が定まらない日々が続いており、ウクライナ戦争、イス

ラエル・ハマス紛争も終結の兆しはありましたが、残念ながら越年をしています。環境

災害の激甚化や異常気象があたりまえの様に感じられる様にもなり、熊被害も長期化し

ました。そんな中で、「大阪万博の開催」や、わが国として初めて女性である高市氏が

首相に選任され新内閣がスタートしたことは、その発言が元で隣国中国と緊張関係が続

く事にはなりましたが、明るい話題ではなかったでしょうか。未来を描き、明るく頑張

る事で道は拓けると信じています。

私は青木会長の後の会長職を 2026 年度から引き継ぐ事になりました。2014 年に技術

士資格を得て直ぐに当会に入会し現在に至っています。これ迄パッケージ企業の企業内

技術士として、どの様な活動をすれば社内外で社会貢献出来るか？自己研鑽が出来るか

を当会の皆さんと一緒になって考え活動して来ましたが、この 12 月で当該企業を離れ

る事になり、一区切りをつけ人生の二毛作目を迎えました。

２．技術士とは？

技術士包装物流会は 1967 年（昭和 42 年）に本会の前身である日本包装技術士会とし

て発足し、1983 年（昭和 58年）に技術士包装物流会に発展改組し、包装物流界に携わ

る高名な諸先輩方を輩出しながら現在に至っており、創立 59 年を迎えます。

当会は包装物流に関連する技術士の活動グループとして活動して来ましたが、改めて

技術士とは、その役割、活動内容等について考えてみます。技術士制度は「科学技術に

関する技術的専門知識と高等の専門的応用能力及び豊富な実務経験を有し、公益を確保

1 



するため、高い技術者倫理を備えた、優れた技術者の育成」を図るための国による資格

認定制度（技術士法に基づく制度）です。

科学技術に関する高度な知識と応用能力及び技術者倫理を備えている有能な技術者

に技術士の資格を与え、有資格者のみに技術士の名称の使用を認めることにより、技術

士に対する社会の認識と関心を高め、科学技術の発展を図ることとしています。

御承知の様に包装・物流に関連する経営工学部門を含む２１の専門技術部門からなっ

ていますが、技術士資格は医師資格や弁護士資格のように、資格を持っていないとその

職業に就けないという業務独占資格ではなく、“技術士”という名称を使うことが許さ

れる名称独占資格です。

それでは何故技術士である必要があるのでしょうか？技術士の資格を取得すること

の意味、メリットについて記した例を御紹介します。はじめに、

① 高度な専門家として処遇される。

技術士は科学技術に関する高度な知識と応用能力及び技術者倫理を備えている有

能な技術者に、国がその資格を与えているので、その専門分野で、社内外で高く評

価をされます。包装業界では、幾つかの団体で包装に関する教育・検定を実施して

いますが、それらの講座の講師は技術士が多く担当しています。講師の条件として

技術士は必須ではありませんが、これまでの先輩技術士の方々の御尽力と実績もあ

り、適格者として信頼されています。また企業内技術士の場合には、所属企業から

専門家としての手当が支給される場合もあるようです。

② 技術士事務所を開所し、コンサルタントとして、個別案件の対応や企業の技術顧問

等を務める。

技術士には企業内技術士と独立技術士がありますが、独立技術士の場合には、技

術コンサルタントとして活躍されています。勿論個人の力量に依存はするでしょう

が、企業の技術顧問として活動されている方もいます。

③ 社会貢献が出来、相応の収入も得られる。

技術士は“公益確保の責務”として公共の安全、環境の保全その他の公益を害す

ることのないよう努めなければならない責務があります。自分の知識、技術を社会

に役立てたいと思う方には最適です。JICA 等で途上国の支援活動に参加し、国内で

も司法支援（裁判所からの依頼）として、裁判所から「鑑定人」として指定され、

証拠となる「鑑定書」を作成されている方もいます。

④ 一生技術士として仕事が続けられる。

技術士には定年がありません。年齢による資格返納もありません。その為、本人

次第で仕事を続ける事が出来ます。当会のメンバーには、90歳を超えてもまだ現役

で、仕事（社会貢献）を続けられている方もいらっしゃいます。
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３．技術士包装物会の目的とその活動

当会の組織目的は、「包装・物流関係技術士相互の親睦、研鑽および連絡協力を行い、

もって会員の技術の向上を図るとともに対外活動を行い、また海外関係団体との技術交

流を図ること」となっています。その為、会員は包装・物流関連の技術士、若しくは技

術士捕が中心です。

現在の会員は東西合わせ 70 人弱ですが、会員相互の親睦、研鑽という事では、東西

で 2カ月に 1回、開催される研究会（合計で年 12 回開催）及びその後に開催される懇

親会がその中心です。この活動は研究部会が担当して実施をしており、講師は当会の新

人メンバーを中心に適宜外部の講師も御呼びして包装・物流に関連する先進技術、社会

課題や業界が抱える課題について講演をして頂いています。2025 年度はこれに加えて

当会の先輩技術士の講演も実施しました。

この他に当会の認知を広げて、会員を増やす為に、事業部会を中心に公益社団法人日

本包装技術協会が主催する TOKYO PACK や一般社団法人日本マテリアルフロー研究セン

ターが主催するアジアシームレス物流フォーラム等の展示会に展示参加しています。

2026 年度は TOKYO PACK2026 の開催年ですので当会からは出展に加えてテクニカルセミ

ナーの講師、包装相談を会員技術士の方にお願いをしています。

当会の技術士の皆さんは日々研鑽に励まれていると推察致しますが、日本技術士会の

企画をはじめ他団体の主催する関連業界、先端技術に関する講演等は多く開催されてお

ります。今後はこれらの団体への相互加入等により当会の皆さんにもこれらの企画に容

易に参加出来るような事が出来ないか等検討して行きます。

また、技術士になって社会課題の解決を志す皆さんを支援する為に、受験説明会も当

会の重要な活動として継続していきます。

４．まとめ

技術士包装物流会は包装・物流関連の技術士の団体として、会員の皆様の御支援、御

協力のもと、継続研鑽の機会、一般の方々を含めた情報提供、情報交換の場となる研究

会を東西地区主催で各々隔月毎に実施し、見学会等や懇親を図る場を今後も提供してい

きます。

会員の皆様と一緒に環境、食品ロス、物流問題等の現代・将来課題の解決に貢献して

行く所存です。

技術士包装物流会（JPLCS）副会長 坂巻千尋

（坂巻技術士事務所 代表 技術士（経営工学部門、総合技術監理部門））
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技術士包装物流会に想うこと

技術士（経営工学部門、総合技術監理部門）

青木 規明

技術士包装物流会の会長を２期４年務めさせて頂きました。

坂巻会長に引き継ぐにあたり、技術士包装物流会への想いを述べさせて頂きます。

この４年間は、コロナ禍、ロシアのウクライナ侵攻、パレスチナ・ガザ紛争、技術・ＡＩ革命等々

世界が激変し、私達の仕事・生活も大きく変化してまいりました。

特にコロナ禍では、２０２０年に始まり各種行動が自粛となり、打合せ・会議等はほとんどオン

ラインで行われるようになりました。しかしこの経験がオンライン打合せノウハウを定着させ、オ

ンラインの良い点とリアルの良い点を併用するハイブリッド会議が通常になりました。特にオンラ

イン併用のハイブリッド開催により、講演会等は多くの会員が参加できるようになり、また東京本

部と関西支部との交流も盛んにおこなわれるようになりました。今後とも多くの会員が当会活動に

参加し易くするためにソフト、ハードの更なる充実が重要となります。

包装関連および物流関連の関係団体主催の各種イベント、講演会への積極的参加、情報交流によ

り、各団体との協業も活発に行われるようになりました。今後とも関係団体との関係を強化し拡大

していく事が重要です。

現在の技術士包装物流会の会員構成は、包装の専門家が約７割、物流の専門家が約３割です。物

流を専門とする私としては、技術士受験説明会等で物流関連の技術士を増やそうとしましたが、な

かなか効果が出ませんでした。包装業界では、技術士が活躍する土壌がありますが、物流関連では

まだまだ技術士の認知度が低く、技術士になろうとする物流の専門家が少ないようです。また、技

術士包装物流会の会員の約５割が企業内技術士であり、残り５割が独立した個人事業主の技術士で

す。４年間当会会長を務め、会の運営の難しさを感じておりました。当然のことですが、現役の企

業内技術士は会社業務が最優先であり、当会活動への参加には制約があります。当会活動は基本的

にボランティア活動（無償）であり、当会理事の皆さんに当会活動での役割を果たして頂く場合、

忙しい業務の中での活動となり各種業務をお願いする時は、遠慮がちにお願いするしかありません

でした。また企業内技術士にとって、当会活動の価値、有効性は何なのか？を考えることがよくあ

りました。同じ専門性を持つ技術士の情報交換、交流の場として、当会が有効な役割を果たせれば

との想いで活動して参りましたが、果たしてその想いがどの程度伝わったのか、まだまだ疑問が残

るところです。

最近は、若手の会員が増え、若手技術士の方々にも理事をお願いし活発に会の運営に参加して頂

いています。その結果、会の運営にも活気が出てきたように思います。当会の特徴は経験豊富な熟

練技術士と若手技術士が交流し切磋琢磨できるところです。
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今後、技術士包装物流会がますます活気ある団体になるために、まず包装、物流を専門とする技

術士を増やすこと、会員が楽しく充実した活動を行える雰囲気を作ること、外部に発信し知名度を

上げること、関係団体との協業をより強くすること等が課題ではないでしょうか。

そのためにも若手技術士の方々に積極的に会の運営に参加して頂き、当会が技術士の皆さんにと

って魅力あるものとなり、技術士の皆さんの業務に活用して頂ければとの想いです。

私も微力ながら相談役として少しでも皆さんのお役に立てればとの想いです。

是非とも一緒に当会活動を盛り上げ、楽しい技術士包装物流会にしていきましょう。技術士の良

いところは世の中に認められる技術、ノウハウがあれば、年齢に関係なく仕事を続けることができ

ることです。まだまだ楽しい仕事、遣り甲斐のある仕事を続けていきたいですね。

令和８年１月吉日

【寄稿】青木規明
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（「食品包装」2025 年 8 月号より転載、出版元許諾済）

15 



寄稿

食品の金属異物混入クレーム防止対策についての私見

技術士（経営工学部門・生産マネジメント）

真野 仁孝

1.はじめに

私は 2019 年 4 月に「ＭＡＮＯ技術士事務所」を起ち上げ、審査・監査業務（ISO9001、

JFS-B、HACCP、ハラール、等）、コンサル業務（食品安全マネジメントシステム・ HACCP 構

築支援、等）並びにセミナー講師（食品工場品質管理、異物混入防止対策、等）を行って

きた。

今回はその中から、「食品の異物混入防止対策」を取り上げ、一般的に重要なハザードと

されている「金属異物」にスポットを当て、食品の金属異物混入クレーム防止対策につい

て、これまで培ってきた経験を基に私見を述べ、最後に食品工場事業者の皆様に対して一

つの提言をさせて頂いた。

2.食品の異物混入の現状と対策

「食の安全・安心」と言われるようになり久しいが、安全性は製造、流通、販売の各企

業や行政の努力により確保されるに対して、安心は人の気持ちの問題であるため、より複

雑な問題となる。

昭和 30 年代には食料の確保が困難で、食品に関する苦情は、値段に対してのもの以外は

ほとんどなかった。食品に関する苦情は、1965 年(昭和 40 年)頃から増加傾向にあったが、

1985 年くらいまでの苦情は、異物が何であったかが判明すれば、それで解決する傾向があ

った。1984～1985 年に発生した事件を機に、食品に関する苦情は増える傾向となった。

3.異物混入クレームの種類別件数

東京都は 1980 年頃より、東京都の保健所や特別区等の食品の苦情を「食品衛生の窓」に

年度ごとに集計して公表している。

図１に、2014～2023 年度の異物混入クレームの種類別件数の合算値をパレート図に表し

た。その結果、食品異物混入の種類別では、「虫」が最も多く、「合成樹脂類」、「動物性異

物」、「鉱物性異物」が続き、これらのワースト４で、全体の約７５％を占めていた。

但し、これらの数値は製品回収件数とは異なるものであることに、ご注意願う。

【分類詳細】
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虫：ハエ、ゴキブリ、虫卵・幼虫・蛹、その他の虫／動物性異物：人毛、獣毛、人の歯（歯

科治療材を含む）／合成樹脂類：ビニール類、ゴム／鉱物性異物：ガラス、石・砂、金属

図１ 異物種類別件数のパレート図（2015 年～2023 年の合算値）

※東京都保健福祉局 HP「食品衛生の窓」のデータを基に作成

4.食品異物クレーム件数の推移（ワースト４のみ）

図２に、ワースト４のみを対象に、2015～2023 年の食品異物クレーム件数の推移を棒グ

ラフにまとめた。

その結果、全体的な傾向として、2015 年～2020 年は減少傾向であるが、それ以降は「下

げ止まり」であることが分かる。その要因として、①2020 年～2023 年のコロナ禍、②2021

年より本格施行された HACCP 法制化による効果、が考えられる。

図２ 異物の種類別件数の推移（2015 年～2023 年）
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5.金属系異物混入防止対策

異物混入事案の中で、重篤な異物の一つとして「金属片混入」があり、「金属片混入」を

「重要なハザード」として、HACCP の CCP 管理で管理されている組織は多い。しかしながら、

残念なことに、金属異物混入クレームは無くならないばかりか、本年（2025 年）も製品回

収案件は発生している。

その理由と原因について、以下に考察する。

(1)異物混入防止の５原則と金属異物との関係
図３に、「異物混入防止の５原則と金属異物との関係」を示した。重要なことは「発
生源対策」と「流出防止対策」があり、ほとんどの企業・事業所は「流出防止対策」
が主流で、「発生源対策」が不十分である場合が多いように見受けられる。

図３ 異物混入防止の５原則と金属異物との関係

(2)“金属異物”は流出防止対策だけでは防げない

その中でも特に懸念することは、「装置・設備のメンテナンス」である。図３の中の「発

出典：子林勝義 氏、「異物混入クレームの活用方法」、月刊 食品工場長、2020 年 4 月,P.17-21
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生させない（作らせない）」対策として効果的なことは、将に「装置・設備のメンテナンス」

であると考える。

実際に、本年（2025 年）の製品回収案件となったケースとして、「バターに長さ 18 ミリ、

太さ 0.07 ミリのステンレス製の線が混入」した事案がある。ご承知の方も多いかと思うが、

0.07 ミリの太さでは金属検出機や X 線検出機では、検出限界を超え検出できない場合の方

が多いと考える。また、回収までには至っていないケースとして、「アルミ片」が混入した

ケースもあることを聞いている。つまり、「金属検出機や X 線検出機は万能ではない」こと

を認識するべきである。

(3)「金属系異物混入防止対策」として“予知保全”を推奨

それでは、どのようなメンテナンスをするべきかということだが、一般的なメンテナン

スの方法として、「事後保全」（故障したら修理すること）、「予知保全」（兆候があれば保全

すること）、「予防保全」（計画を作成し定期的に保全作業を行うこと）の３つがあるが、現

実的で多くの組織が実施可能な方法として、私は「予知保全」を推奨している。予知保全

（英語：Predictive Maintenance）とは、工場・生産現場の設備・機械の故障の兆候を事

前に検知し保全することを言う。設備・機械が故障するときは、何らかの「兆候」がある

ので、その兆候を事前にキャッチし、保全業務を行うことが予知保全である。

(4)“予知保全”を効果的に運用するためには

最後に、全くの私案ながら“予知保全”を効果的に運用するため、以下の３つの要素を

挙げ、それそれの詳細を記す。この３要素を軸に年間計画を策定し、PDCA サイクルを回さ

れることを推奨する。

1)「日々の点検記録」：「日々の点検記録」を単なる記録や証拠を残す目的に留まらせず、

異常を予知するために、「考察」欄を設けるなど、常に「異常の予兆は無いか」という観

点で”モニタリング”することが重要。

2)「交換履歴の蓄積」：例えば、前回交換した交換周期よりも周期が短くなっている場合、

他の部分が経年劣化しているのではないか”等の疑い”（リスクの想定）に結びつけるこ

とが必要。

3)「現場教育」：上記を実行するためには、該当する機械装置に対する知識を深め、機械装

置の「原理原則」を理解する必要がある。そのため、「現場教育」が必要となる。また、

「現場教育」の中に、「各機械装置の原理原則」、「適正なメンテナンス方法」、「保全に関

する過去の失敗事例」などの項目を入れて頂くことを推奨する。

以上
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母なる職場「包装検査所」について

JPLCS 関西支部：松永敬二（技術士 経営工学部門）

１．はじめに

私が諸先輩から伝え聞いていた松下創業者の印象は「品質の鬼」である。松下電器がここ

迄成長出来たのは、優良な品質を提供してきたからであると創業者は考えておられた。そし

て 1946 年松下製品の「品質の関門」として製品検査所を設立され、創業者自ら初代所長に

就任された。松下電器が発売する全ての新製品は、製品検査所の製品審査に合格しなければ

出荷出来ない規定となった。それ以降業容の拡大と共に、着荷品質問題が取り沙汰されるよ

うになった為、社内の包装専門家を中心として 1963 年に包装検査所が増設された。製品検

査所と同様に全ての新製品は、包装検査所の包装審査に合格しなければ出荷出来ない規定で

あった。

ご存じの方もおられるかも知れないが、私の元上司の故水村信也氏、故冨士正司氏、技術

士包装物流会関西支部の発展に貢献された、元相談役、前田一也氏らがその設立に当られた。

この包装検査所に私が新入社員として配属されたのは 1972 年であり、将に私の「母なる職

場」となった。

２．包装検査所の使命・役割

大きく二つの使命・役割があり、ひとつ目は、創業者の強い思いである「お客様に喜ばれ

る製品」を、流通ハザードから守って工場で出来立ての品質をお届けし得る、適正包装を実

現すること。この為に全社すべての新製品に対して「包装審査」で厳しい吟味・評価を行っ

た。

二つ目は適正包装を果すための、全社包装技術の高位平準化を図ることであった。これに

は「包装技術行政・技術支援」で対応していった。即ち包装検査所には大きく分けて包装審

査グループと包装技術助成グループの二つの組織があり、チェック＆バックアップという体

制を敷いていた。

（1）包装審査（ひとつ目の使命・役割）

前述の如く製品検査所での製品審査と同様に、全ての新製品は包装検査所の包装審査に

合格しなければ、出荷出来ない規定となっていた。包装審査ではハード面の審査と、ソフ

ト面の審査が行われた。ハード面では落下試験・振動試験他の流通ハザードを想定した、

必要な貨物試験や材料試験などがあった。出荷された製品の市場品質情報を収集して分析

を行い、時には実際に販売会社や物流拠点等の現場も監視した。それらの活動から多発す

るような問題は再現試験を徹底して行い、結果として審査項目の試験に追加された。一例
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を挙げると当時の冷蔵庫でボディへの傷打痕による返品が多く、冷蔵庫打痕試験が追加さ

れた。またソフト面では仕向け先の法規等をベースに定められた社内基準に照らして、包

装表示（内容品表示や原産国表示等）や、開梱性、再包装の適切さ、或いは荷扱い性、廃

棄の適切さ等も評価された。1970 年代当時の電機業界で大阪府や兵庫県の工業試験場並

の、大型貨物試験設備を有するこの職場は他に類を見なかっただろう。落下試験や振動試

験機は元より回転六角ドラム試験機（大小とも）傾斜衝撃試験機、散水試験機等があり材

料試験室なども充実していた。

私が 1980 年代後半から日本電機工業会（JEMA）の包装委員会に通った中で、競合メー

カーの包装委員から「松下さんは何故包装審査が出来るのか？当社なら生産事業場から強

く反発されるだろう」などと云われて成程と思った。確かに適正包装の実現くらいはその

気になれば生産事業場でも独自に出来るのに、なぜ本社部門で二重に検査するのか？よく

考えてみれば無駄な投資と言えなくもない。しかし其処には冒頭に述べた松下創業者の、

お客様に対する熱い思いである「品質へのこだわり」があったと思われる。

（2）包装技術行政・技術支援（二つ目の使命・役割）

①包装標準化による適正包装の追求

貨物試験の試験方法や包装表示方法など全社・全製品に共通するスタンダードを確立す

る。この為に社内標準化（松下電器工業規格）を推進する部門と連携して、包装に関わる

全ての基準を順次定めて定期的な見直し改定を加えていった。特に貨物試験条件の基準化

に際しては、実際の貨物に見立てたダミーを作成して内部に衝撃記録計を配置し、国内外

主要ルートを配送して回収分析した。私も遠くはドイツのハンブルグ迄出張して、現地に

着いたダミー貨物を開梱して衝撃記録計に印を入れる等の作業を行った。こうして基準化

された貨物試験条件の下で包装審査を行い、合格後に出荷された製品の市場情報を収集・

分析の上、必要に応じて条件の是正を図りながら（いわゆる PDCA を回しながら）適正包

装を追求していった。

また会社のアイデンティティを高める為の、包装箱のデザイン・レイアウト等も標準化

した。商標や品名品番・入り数・荷扱い指示マーク等の書体や、大きさ・レイアウト等を

こと細かに標準化した。国内外どこの物流拠点・倉庫に行っても、大小様々に保管された

当社製品の統一された包装箱群が積載された様は壮観であった。一方で包装表示はアイデ

ンティティを高める為だけではなく、包装貨物を扱い又は管理する人達や、お客様への大

切なメッセージを正しく伝達する役割の視点でも標準化された。
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②社内包装合理化展示会の毎年開催と包装技術相互交流

全事業場を対象とした毎年のパッケージコンテストである。大きな製品では大型空調製

品や自動販売機、中型では冷蔵庫・洗濯機・カラー TV、小型では VTR ・オーディオから

各種電化製品やモーター、乾電池から電子部品各種に至るまで、全社製品の新しいアイデ

ィアの包装を展示して PR ポイントを訴求するプレゼンを行った。優秀な包装には社長賞

（金賞・銀賞・銅賞）等のインセンティブにより技術を競わせて、事業場間の高位平準化・

包装技術力向上にひと役を果した。全社生産事業場トップは元より本社役員・社長も毎年

来場されて、当年の出来栄えをご覧になった。この事が包装に携わる技術者の励みにもな

っていたのである。

そして後年になると物流部門と連携して包装物流総合展として拡大された。知恵を結集

して包装容積を縮小の上、トラックやコンテナ等への積載効率向上を図るなどの展示も行

われた。

③適正荷扱い推進運動による流通環境への啓蒙

全社包装技術力の向上と高位平準化を図る一方で、毎年適正荷扱い推進キャンペーンを

展開した。当社包装貨物を取り巻く輸送・保管・運搬（荷扱い）に関わる物流拠点・販売

会社等に対して、「推進ポスター」を貼って頂く等して協力を要請して回った。適正な荷

扱い方法を要請するだけでなく、倉庫での積み付け方や輸送車での適正なラッシングなど、

広範囲な取組みを行い物流部門・販売部門との協力関係を築いていった。

④包装技術専門委員会の運営による生産事業場との協働

全生産事業場及び関連職能の各組織に、包装技術責任者及び専門技術委員を委嘱して、

当社包装に関する方針・取組み事項等の徹底を図る為に、定期的な包装委員会を開催した。

委員会の中で時機に応じた専門部会を設けてテーマ毎に推進した。そのひとつに標準化専

門部会があり、社内包装規格を追加改定する際の審議も行われた。またこの包装技術専門

委員会において、各事業場の包装技術改善取組み事例を相互に発表して、全社で共有する

等の交流会も技術者相互の刺激となっていた。

⑤包装技術向上に向けての人材育成

当時の包装技術学校（日本包装技術協会主催）や包装管理士講座（日本包装管理士会主

催）などの包装技術教育機関に、全社包装技術者を多く学ばせて知育の向上を図った。ま

た社内においても独自の教育カリキュラムを設けて、上記受講者を始めとする包装技術者

の育成に努めた。私自身も一時その任に当り、海外生産拠点からの要請に基づいて包装技
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術セミナーを行った事がある。加えて事業場からの要請で、包装検査所に一年程度人材を

預かって OJT による教育なども行っていた。

⑥「全社包装の駆け込み寺」としての包装技術助成・支援

包装検査所には貨物試験室や材料試験室の他にも、パッケージデザイン室や試作室等を

設置して、具体的な包装設計・試作も行っていた。全社に共通する省資源包装・簡易包装

や環境対応包装、或いは特殊な包装（例えばマイナス 40℃極寒下のシベリア鉄道輸送や

乱雑な航空輸送に耐える包装等）の共同プロジェクトを組んで、成功事例を全社に波及さ

せる等の取組を盛んに行った。また国内外を問わず、製品個別課題に対する包装技術支援・

助成を通じて全社包装の駆け込み寺としての役割を果した。これら包装技術助成・支援に

当っては当社に多大なるご協力を頂いていた、各種包装関連各メーカー（共栄会社・協力

会社と呼んでいた）の方々の弛まぬご努力があった事を忘れてはならない。

３．おわりに

包装検査所は当時の松下通信工業に関東分室を、また九州松下電器内に九州分室を設置し

て全国の事業場をカバーしていたが、1997 年本社機構改革で製品検査所・包装検査所共に

その名称が無くなり、規模も縮小された。設立以来 34 年に亘って全事業場に包装技術者を

育成し、包装技術の高位平準化に一定の役割を果たした事から、それ以降は事業場責任にお

いて適正包装を実現し得ると判断された為である。冒頭述べたように、製品検査所・包装検

査所共に、「お客様に喜ばれる製品」を世に出したいとの、熱い思いのもと松下創業者が設

立された。

その包装検査所について全てを語りきれるものではないが、思い出す限りここに纏めてみ

た。会社生活 40 年の中で、母なる職場「包装検査所」に 25 年間お世話になり（其処で技術

士も取得し）活動できた事を、私は今でも誇りに思う。
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技術士包装物流会（JPLCS）だより

会員の活動内容：「身近になってきたＡＩを考える」

宮木康有

宮木康有技術士事務所

1.はじめに

三年前に長年お世話になった会社を退職し、技術士として活動を開始しました。生まれ

て初めての自営業を楽しんでいます。現役のサラリーマンの時とは生活のリズムは全く変

わり、自由を楽しみながら一人親方で技術士をやっています。サラリーマンの経験しかな

かったので、こんな人生・生活があったのだと感じることが多く、新しい発見の連続です。

色々な形で仕事の依頼や協力も多く技術士一年生で食品関連のことしか分らない私でもま

だまだ社会から必要とされていると思うと少々嬉しくなる日々です。一言で言えば社会は

うまくできている、良きにつけ悪しきにつけ、故意か偶然かまるで神様が導いたように色々

の繋がりがあり人の縁によって社会が動いているのを感じる事が多い。人間社会は実に不

思議で、感謝の日々を送っています。

今年は週一で大学の授業を持ち若者と接し、月に数回の企業顧問としての従来型の泥臭

い仕事、時々の外部での講演や執筆、健康維持のためのゴルフや低山登山、現役時は行き

づらかった海外旅行などにも出かけ、好奇心や感受性が刺激され、それなりに忙しく充実

した生活を送っています。自営業と言うより自由業の言葉がお似合いなのかもしれません。

今回の執筆にあたりこれも何かのご縁、技術士業を始められる方々の参考にと思い文章を

書きます。

２.最近の出来事

サラリーマン時代からお世話になっている包装物流会にも相互啓発のため参加していま

す。先日も技術士包装物流会の例会でメンバーと定例勉強会の後、ビールを飲みながら懇

談をしていました。話題は主に「ビットコインはどう・・」「国産車とドイツ車の性能の

違い・・」「新内閣は・・」の様ないつもの事ながら話題が多い会ででした。中でも盛り

上がったのが物流業界の仕事も「ＡＩ」に取って代わってしまうのは明らか、その日がいつ頃にな

るか？と言う話題でした。「明後日辺り時を待たずすぐにやって来る」と考えるメンバーや「１０年以

上先」と考えるメンバー等がいて楽しい未来の話が続き、今回その場でいろいろ出た話題を中心

に私論も交えて述べます。

３．「ＡＩ」の話題あれこれ

未来のことは誰にも分らない。しかしながら、しかし、米国の未来学者のカーツワイル氏の唱え

る「ＡＩが人間の能力を超えるのは2045年」の予言も有名です。私の勘では、根拠は希薄なのです

が2045年のシンギュラリティ（技術的特異点）が我が国ではもっと早く来るように思えてなりません。
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物流業界や企業の内部でも「ＡＩ」の活用は想像以上に早く進み 2045 年を待たずに人間が行う

仕事がどんどん「ＡＩ」に取って代わられるのは確実となってきています。人手不足や人件費の高

騰が追い風になり、人間の仕事は益々デジタル化されるのは確実で、２４時間文句を言わず、人

材教育や育成も不要な「ＡＩ」は早晩大きな戦力になるに違いありません。コンピューターウイルス

には脆弱な状態も続くのも確かなようで心配ですが・・・

一方、先の懇親会メンバーからは「ＡＩはバカ製造機械」」と断言する者もいて賛同の声も多かっ

たのも事実です。背景には技術士のプライドがあるのかもしれませんが、今の企業内で起こって

いる新人の行動や成長がベテラン社員にはそう見えていると考えられます。深く考えず与えられ

た課題の答えを作るのに「ＡＩ」に頼りすぎ、問いの真意や背景を考えないで安易な答えを作りたが

る、との説明を聞き入ってしまいました。私も同感で、前に述べた大学での私の授業で毎回感じる

ことがあります。自身の下手な授業を棚に上げて、年寄りの愚痴になり、読者の皆様にお叱りを

受けることを承知であえて言えば、平均的な日本の学生の間では、競争意欲や向上心、知的好

奇心などが低下しているように感じられるのです。質問や意見も出ず、授業中も携帯やパソコンを

眺めている学生と爆睡している学生が教室には溢れています。もちろんあくびをするときに口に手

を当てて開いた口をかくす者はいません。傍若無人の感覚が強くなっているのでしょう。実に不思

議な集団である様に感じます。彼らを見ていると、社会に出てから企業内でリーダーシップを発揮

し成功したいとか起業して世界に出て行こうというような大志や意欲を持つ日本人の若者が少なく

なっている様に感じるのです。寂しい限りです。彼らの間では友達同士の同調圧力が強く授業中

でも常にＳＮＳをチェックしていないと不安になるのかもしれません。授業をサボり、バイトと遊びに

夢中だった半世紀前の自身の学生生活を思い出すと隔世の感があります。あの楽しく欲望に満ち

た四〇年前のバブルの再来を願う者としては教室の学生を見ていて日本の将来が案ぜられ、進

化する「AI」の方がたくましく思える次第です。

2045 年にやって来ると考えられるシンギュラリティ、これからの 20 年、日本人がこのまま努力も

競争もしなければ、もっと早い時期に日本は「AI」に追い越されてしまう様な気がします。それもそ

れで幸せな日本社会なのかもしれませんが、それは日本が途上国にも追い越され、経済力は低

下し、円安が進み、不幸な日本社会になる道を確実に進むように予想します。元気で楽しい日本

の将来が再び来て欲しいと思う私としてはとても寂しく感じるところです。

4．イケてる問いを立てる能力

「AI」は当然進化して行き、益々便利なツールになるのは明らかです。これからの生活に欠かせ

ない道具になっていくのでしょう。しかし使うのは人間です。要は「AI」に対してヒトが如何に筋の良

い問いを立てるのが、出てきた答えをさらにブラッシュアップして、更にたたみかける問いを作れる

我々の能力が極めて重要な時代が来るのでと思います。過去には戻れない我々は、将来の楽し

く豊かな日本社会を作るためには、その新しい道具を使いこなす、イケてる問いを立てて「AI」を上

手く使いこなす事に勝機？があるように思えます。「AI」を上手に使う人間側の進化もより強く求め

られて行くのでしょう。ＳＮＳが深く社会の中に入り、特に若者の心の中に SNS なしで生活できなり

同調意識が強くなった現在、益々自分で考える能力が求められ、自立した大人の日本社会に進
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化する必要がある様に思うところです。

少なくとも問いに対してのそれらしい答えは「AI」が出してくれるのですから、我々人間は「イケて

る問い」を立てる能力や常に疑問を抱く感受性は高く維持しておきたいと願う毎日です。

５．最後に～問いに答えるのは難しい

話は変わりますが、海外旅行先の何気ない買い物の場面で、パートナーから「この赤い服と青

い服どちらが良い？どちらが似合う？」と聞かれた場合答えに困ったことはありませんか？私は

いつも困ります。思考がフリーズすることもあります。その答えは色々あって極めて複雑です。そ

の場面で私は「赤い服にしたら」「青い服が良いね」「両方良いし似合うので買えば」「両方イマイチ

であるのでもっと良い物を探して買おう」などが答えとして常に考えられます。しかしながらパート

ナーの問いを真に受けては失敗することがあります。その問いを立てる側は最初から気持ちが決

まっており期待する答えも一つであることが多い様に思います。その場合「赤い服と青い服両方買

いたい、賛同する意見を求めたい」と言うような正解を改めて予想し、答えなければならないので

す。一見Ｗｈａｔ？で聞いている形の疑問文なのですが、実は心の奥ではＷｈｉｃｈ？で問うているの

です。答えるに側は、過去の答え、その時の気分、顔色などを総合的に判断し正着を出さないと

大きな失敗する事が多いのです。人間の心は複雑で円滑なコミュニケーションするのは難しいと

感じる次第です。少なくともそのような難しい他人の複雑な問いに「AI」が正しい答えを出してくる

のか興味があります。希望を言えば、早晩「AI」が益々進化して、複雑な人間感情も加味した答え

が得られるストレスの少ない生活になることを願って止みません。まあその頃は脳と脳を直接つな

ぐインターフェースができており、会話が少ない社会になり、「口は禍の元」なる格言は死語のなっ

ているのでしょうが。
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機械分野における取り組み

（機械部門）森川 亮

1.はじめに

近年、国際情勢の不安定化も相まって、あらゆる分野において将来の見通しが立てにくい状況が続

いています。私たちが関係する包装物流分野においても、人口動態の変化に伴う人員不足を身近に感じ

ておられる方は多いのではないでしょうか。とりわけ国内のコンバータ各社では、人材確保に大きな苦

労をされていると聞いています。

今後も最低賃金の上昇やインフレの進行により、こうした状況はさらに厳しさを増すことが予想され

ます。

著者（機械部門）は、包装パッケージ用プラスチックフィルムの印刷機械の開発・設計に携わってき

ました。包装パッケージは、企業ごとに求められる意匠や機能の差が大きく、国内ではグラビア印刷機

が主流となっています。一方で、オペレータの減少により、印刷現場における従来型の運用は次第に困

難になりつつあります。

さらに、人口減少を背景として大量生産から小ロット生産へと移行が進んでおり、今後もその傾向は

強まるものと考えられます。

このような背景から、オペレータの負担を軽減する新たな印刷機への要求が高まってきました。その

一つが、省力化・無人化を志向した「無版印刷」です。従来、包装パッケージ印刷は有版印刷が常識で

あり、グラビア版、フレキソ版、オフセット版などのアナログ版が用いられてきました。

これらは必ず金属やゴムといった実体物として製作する必要があり、版の保管、運搬、製作期間を要

します。また、見当合わせや洗浄作業など、オペレータに多くの負担を強いてきました。こうした作業

に伴う心理的負担も決して小さくなく、今後の ES（従業員満足度）を考慮すると、従来通りの方法が受

け入れられにくい時代になりつつあると感じています。

本稿では、こうした課題に対する新たな取り組みとして、デジタル印刷機について紹介します。

２.デジタル印刷機

現在では、パソコンのデータを家庭用プリンターで容易に紙へ印刷できる時代となりました。電子デ

ータを転送するだけで印刷が可能であり、版を製作する必要はありません。同様の操作感をもつ包装パ

ッケージ用印刷機が求められています。

そこで、家庭用プリンターに近い感覚で使用できるデジタル印刷機の開発を進めています。

装置構成は、印刷データを処理・送信する電子システム、インクを吐出する印刷ヘッド、そしてフィ

ルム上に滴下されたインクを乾燥させる乾燥装置から成ります。パソコンから PDF 形式の画像データを

読み込み、そのまま印刷を行います。

一見すると単純な構成に思われますが、実際の包装パッケージ分野は技術の裾野が広く、容易ではあ

りません。印刷方式が異なるため、グラビア印刷用インクとデジタル印刷用インクでは組成が大きく異

なります。例えば、フィルムに対するインクの密着性は、後工程であるラミネート適性や耐熱性などに

直接影響します。
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紙はインクを吸収するため問題が顕在化しにくいのに対し、フィルムはインクを吸収せず、表面に付

着するのみです。そのため、インク組成の検討が不可欠となります。

さらに、インクを変更すると、印刷ヘッドからの吐出安定性にも影響を及ぼします。インクとヘッド

の適合性も重要な課題となるため、インク、ヘッド、フィルムの三者における最適条件を見出すことが

求められます。

各メーカーが開発を進めていますが、従来のアナログ印刷方式に完全に置き換わるまでには、なお数

年を要すると見込まれます。しかし、包装パッケージ分野への本格適用が実現すれば、デジタル化によ

るメリットは極めて大きく、オペレータの心理的負担を大幅に軽減できるだけでなく、経営者にとって

も小ロット案件を柔軟に受注できる印刷方式になると考えています。

開発中の水性 IJ 印刷機

3． おわりに

著者は東広島市西条に在住しており、関東および関西の研究会には不定期ながら参加しています。デ

ジタル印刷機は、機械分野のみならず、化学、電気、電子、衛生、環境など多様な分野が密接に関係す

る技術です。当方は機械分野を専門としていますが、今後も分野横断的な意見交換が不可欠であると考

えています。

機会がありましたら、ぜひ広島にもお立ち寄りください。特に 10 月はおすすめです。装置見学とあ

わせて、日本三大酒処（灘・伏見・西条）の一つである西条の酒祭り（東広島市）を楽しんでいただけ

れば幸いです。皆様のお越しをお待ちしております。
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アジア・シームレス物流フォーラム 2025 参加報告 技術士包装物流会

事業部会

一般社団法人日本マテリアリフロー研究センター JMFI 主催で、2025 年 5 月 22 日、5 月

23 日に東京流通センターにて実施された「アジア・シームレス物流フォーラム ASLF2025」

に参加したので報告する。当技術士包装物流会は現在 JMFI と高度物流人材育成の為の講師

派遣等協働している。

１．出展目的

当会の出展の目的は物流関連の皆さんに“技術士”、“技術士包装物流会”、とその活動を

知って貰い、技術士を取得して頂く事、コンサルティング等で当会会員の技術士を活用し

て頂く事。従って、技術士の取得方法や、当会の案内の他物流課題に関する展示を行った。

２．展示概要

１）展示スペース

展示スペースは昨年と同様だったが、壁パネル数が 1 枚少ない為机前も活用した。

２）展示物

技術士包装物流会 紹介 パネル１枚

技術士試験、受験説明会の紹介 パネル２枚（１枚はＱＲコード）、タペストリー１枚

物流技術 Ｅコマースを含めた流通業界の物流課題 パネル１枚

CO2 低減、労働環境改善 パネル１枚

３）当会紹介

・「技術士とは？」からの説明から入る場合は、技術系の国家資格であることを説明

・「技術士包装物流会」は、広い技術範囲のなかで「モノを包む」と「モノを運ぶ」こ

とを得意とする技術士が集まったグループであることを説明

・その個々の活動の中で、展示会のテーマにそった事例として上記展示パネルの事例を

展示している旨を説明し、全体の概要を説明

・今回は受験説明会のパネルを２枚展示し、訪問者の説明に活用した。

ASLF2024 （昨年度） ASLF2025（本年）
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３．当会ブース来訪者 の内訳

１） １７件 ASLF2023 は２６件、ASLF2024 は２７件

２）来訪者の訪問目的は下記。

挨拶 ２件、技術士受験 ２件、展示会業者 １件 技術士紹介 1 件 当会紹介

２件 技術士有資格者の連携＆挨拶 １件 当会への興味＆声掛けによる来訪８件で、

技術士の受験相談は１件で、社内で試験をうけさせようとの事だった。

４．他ブースの印象及び興味深い展示など

１）他ブースの印象

・輸送、倉庫、物流機器メーカー等、昨年と同様の展示があったが、昨年に比較して見

学者の数が少ない印象。２Ｆは１Ｆより賑わっていた印象（当会は１Ｆの奥手で主催

者側のスタンプラリーの受付ブースの隣だった来訪者は少なかった）。

・アジア善隣物流で協働・共創をスローガンにしている事もあり、ベトナム、タイ、フ

ィリピン、中国からの展示、講演もあり本国、大使館から来訪していたが、来訪者は

昨年に比較し少なかった印象。

２）興味深い展示

・従来のハード面からの解決策に加えて、クラウドなどを含めての情報システムとその

サービス提供を提案するブースが複数見られ物流 DX の一面を実感した。

５．講演について

当会のブースの前が講演会場であり、初日は、国土交通省、経済産業省、農水省の物

流行政に関する講演があり、参加者は多かった。また持続可能な物流の未来に向けた

船舶モーダルシフト（瀬戸内海航路）についても盛況であった。２日目は自動運転ト

ラックに関連しＬ４自動運転トラック輸送サービス開始に向けた講演も官民からあり、

２０２４年問題を受けた物流課題の解決に向けた取り組みを前進してさせる動きが感

じられた。講演は A から D の４会場ありそれぞれに興味深い内容であり、参加者も多

かった。

６．その他

当会ブースは今回 上記講演 A 会場の前で、講演に参加する人への声掛け等も行った

が、残念ながら来訪者増、受験勧誘には繋がらなかった。但し物流系の当会技術士の

会員は積極的に今回の ASLF2025 を活用しビジネスをされていたので、技術士、当会を

知って貰う良い機会ではあるので今後も参加を継続したい。（ASLF2025 入場者数 1

日目 3,664 人、2 日目 3,204 人）
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月刊マテリアルフロー誌 JPLCS のページ掲載状況
広報部会

下村

2019 年度 4月号より当会専用ページを開設、2021 年 4 月より毎月掲載となり、本部研究会・関西支部研
究会要旨を中心に掲載。2026 年 1月現在の掲載状況は下記のとおり。

掲載月 記事タイトル 著者
2025 年
2月号

関西支部研究会：「プラスチック材料の表面加工と触感」 佐伯光哉氏（兵庫県立工業
技術センター）

3月号 総会特別講演： 「荷主企業から物流専業者への業務移管
の課題について」

大橋進氏（(一社）日本マテ
リアルフロー研究センター会長）

4月号 技術士包装物流会2025年度「技術士受験説明会」実施報
告

JPLCS 受験対策委員会

5月号 本部研究会： 「パッケージングのサステナビリティ 生活者との
協業で描く未来像」

橋本香奈氏（缶詰技術研究
会）

6月号 関西支部研究会：「環境問題対応としての包装設計の在り
方」（発泡スチロールの場合）

古井真夫氏（日本包装管理
士会関西支部）

7月号 本部研究会：「包装が次世代に向かって進歩するために」 住本充弘氏（住本技術士事
務所）

8月号 関西支部見学会：「JPLCS 関西支部 大阪・関西万博見学
会/懇親会のご報告」

JPLCS 関西支部

9月号 2025 年度包装技術セミナー：「包装廃棄物処理・リサイクル
における DX とカーボンニュートラルの推進」

藤井実氏（(国研)国立環境
研究所）

10 月号 本部研究会：「食品包装における品質保持の基本知識と最
新動向～食品ロスのために～」
追加：食品包装のいくつかの課題に対する問題提起

野田治郎氏（野田治郎技術
士事務所）

11 月号 本部研究会：「共創による物流 DX 推進の新たな取り組み
方」

太尾田幸太氏（野村不動産
(株)）

12 月号 関西支部研究会：「欧米における視察（旅）を通じて」 森川亮氏（富士機械工業
(株)）

2026 年
1月号

本部研究会：「リコールの 67％が食料品、対策の実施で半減
以上可能 賞味期限誤表示、アレルゲン欠落が多い、もったい
ない」

堀内康夫氏（堀内技術士事
務所）

以上
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2025 年度「技術士受験説明会」実施報告

2025 年 2 月 24 日

作成 野々山 和行

日時 2025 年（令和 7 年）2 月 16 日（日）14:00～16:00

開催方法 KITENA 新大阪 会議室及びリモート（Zoom）によるハイブリッド方式

参加者 受講者 14 名、パネリスト 5名、理事 13 名

１．開会挨拶

JPLCS真野副会長兼関西支部長

・技術士は国家資格の中で一般的に知られていない。技術士という資格について知って頂き、

技術士包装物流会の活動を理解して頂きたい。技術士を取得すれば、科学技術に関する高等な

専門能力を持つ技術者と証明され、各方面で活躍できる。本日の受験説明会を聴いて技術士試験

を受験し、合格後は当会に是非参加下さい。

野々山受験対策委員長

・今日の主役は、会場・リモート参加の受講生の皆さんです。遠慮なく質問して下さい。

２．第一部 第一次試験

（１）技術士制度/JPLCSとは（平田副委員長）

・日本技術士会は認定試験機関。技術士包装物流会（JPLCS）は登録グループであるが

任意団体。両社とも運営、活動内容は違う。

（２）第一次試験概要（山下理事）
・第一次試験は、どなたでも受けられる。試験はマークシート方式で、基礎科目・適正科目
専門科目である。合格ラインは 50%である。

（３）パネリストによる受験体験談
・戸井詰氏、川崎氏、河野氏
…試験当日の持ち物や第一次試験の勉強方法と過去問を解く重要性を説明された

（４）第一次試験 質疑応答

質問１：第一次試験の勉強方法とおすすめの参考図書は

回答：技術士のスマホアプリが有効。インターネットで検索すると情報が得られる

・過去問の問題集しか勉強していない。専門科目に時間をかけた

・一次試験では学生時代に習ったことがない分野があった。数学や物理オタクをから

教えて貰った

・書店などで販売されている問題集は一般的な内容。技術士受験指導をしている老舗企業

（以下 S 社）は、第一次試験の基礎科目・適正課目と専門毎の専門科目の解説集がある。

効率が良いが、高額なのが難点
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・ S 社の解説集等は、国会図書館で複写サービスが活用できる。この様な技術士専門図書は、

ネットのオークションサイト等で買えるので、購入前に調べて下さい。

・最終学歴が文系で、周りに技術士がいなくても、ネットで調べれば解説が多数ある。

文系出身だからと技術士試験への挑戦を諦める選択肢は無いと思う。

・一次試験は繰返し出題される問題、類似問題を確実に解けるようにすれば難しくない。

・第一次試験の専門科目・経営工学部門で専門誌「工場管理」（日刊工業新聞社）が役立つ。

実務の特集が参考になる。第一次試験だけでなく、第二次試験の選択科目Ⅱ―１

（専門知識）、Ⅱ―２（応用能力）の解答にも役立つ。なお、バックナンバーはネットで

購入可能。

・基礎科目について先生に薦められた方法は、解説の丸写しだった。実際に試したところ、

解けるようになった

・第一次試験は、マークシート方式で合格レベルは 50%。基礎科目・適性科目・専門科目の

設問に従って解答する。特に基礎科目と専門科目は、設問に対して解答数を指定される。

試験当日は、出題されている問題全部をザっと見て着実に解答できる問題を選ぶ事が

ポイント。問題の答えがわからない場合でも、必ず指定された解答欄にマークすること

・私の周りで一次試験を落ちた方は、１点足らなかった人が多い。どの問題を選択して解答

するかは重要なポイント。過去問をしっかり解いて、傾向を把握して下さい。

４．第二部 第二次試験

（１）第二次試験概要（久保田副委員長）

・第一次試験合格後、受験申込を行う。第二次試験の受験要件を満たす必要がある。

2025年度は従来の郵送による受験申込とWEB申込が可能となる予定。

（２）パネリストによる受験体験談
・本橋氏、松井氏
…第二次試験への取組方、勉強方法及び参考図書・WEB情報など説明された

（３）第二次試験 質疑応答
質問１：第二次試験は、７年の実務経験で受験できるのか。実務経験を実際に調査したり、

履歴などの調査されるのか。また二次試験の受験申込書の準備に、時間をかける理由は何か
回答：

・第二次試験の出願経路③、実務経験 7 年以上の受験生が多い。実務経験や経歴調査は特に
実施されない

・第二次試験は実務経歴（5行）と業務の詳細を書く必要があり、実務経歴は上司の証明が
必要。現在の試験制度では捺印は廃止され、証明する方の「メールアドレス」を記載する

・第二次試験の受験申込書を書くのに時間をかけるのかは、特に業務詳細で「技術士に
ふさわしい業務」を端的にわかりやすく記載する必要があるため。業務経歴と業務の詳細は
筆記試験合格後の口頭試験で質問される

・業務経歴は 5行で、その中で「技術士としてふさわしい内容」について業務詳細で書く必要
がある。口頭試験（面接）で質問される
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質問２：筆記試験の勉強は、どの時期から本格的に取り組んだか
回答：

・一次試験終了後に自己採点して合格ラインだったので、すぐに二次試験の準備を始めた。
・合格、不合格が分かってからスタートする。本格的に勉強を始めたのは、第二次試験の受験
申込書を提出してから、7月の筆記試験まで３～４ヶ月は真剣に取り組んだ。

質問３：次試験は、現時点で自分のレベルでは手も足も 出ないので不安を感じている
・解答は問題の題意に沿って書けているか、技術士に見てもらうのがよい
・二次試験筆記試験は、共通科目、選択科目で求められているのはコンピテンシーが基に
なっている。共通科目と選択科目Ⅲは、問題解決と課題遂行能力を問われている。選択科目
Ⅱ―１は専門知識、Ⅱ―２は応用能力。問題ごとに対策が違うので、受験講座や技術士に
見てもらうことを勧める。受験講座は、しっかり調べて自分の学習スタイルに合う講座を
探す。添削回数が多い講座は受講料が高く、一回しか添削しないところは安い

・筆記試験の過去問を基に、解答を書くと良い。最初はMicrosoft Office Wordで書く。
選択科目、Ⅱ―１専門知識、Ⅱ－２応用能力、Ⅲ問題解決・課題遂行能力と必須科目それ
ぞれの解答を書く。練習する中で、解答用紙の字数制限が足らなくなるほど書ける。
この段階になると簡潔にまとめて論理的に展開できるレベル。題意に沿って書くべき部品を
揃えるイメージ。まずは、書くことからスタートする。手書きの練習もすると良い。

・勉強のインプットとアウトプットを意識する。専門知識を勉強するのが、インプットで解答
を書くことがアウトプット。インプットで情報のまとめることから取りかかると良い。

・試験勉強として考えるよりも、仕事としてとらえ、技術士だったらどのように業務を進める
かと考えると良い。

・筆記試験の答案は、題意に沿って解答されていないものが、全体の半数を占めると聞いて
いる。題意に沿って、決められた方法で解答すれば、半分以上の順位が確保できる。解答の
文章は、「伝わる文章」を心掛ける。論理展開が適切にできる方法と、分かりやすい文章を
書く作法を学べば良い。

質問４：第二次筆記試験の勉強に取り組むモチベーション維持は、どうすれば良いか

回答：

・モチベーションは大切。第二次試験の勉強は、長期間となる。私の場合は二次試験者の

勉強会を開いた。各自の解答を共有して、採点すると試験官の立場が分かる。これに加え

モチベーションも維持できると思う。

質問５：筆記・口頭試験の失敗事例について教えて欲しい

回答：

・口頭試験で試験官から少し回りくどい質問に、そのまま回答した。試験官から

「もう一度質問する」と尋ねられ議論してしまった。また、「PDCAを早く回すにはどうしたら

良いか」に即答できなかった。

・筆記試験の解答用紙には必ず受験番号と氏名、選択した問題番号と解答用紙の順序（１枚目・

２枚目）を記入し、最後の行に「以上」を記入する必要がある。

・第二次筆記試験の受験指導を受けて、良い先生に巡り合えた。問題の題意を汲んで、しっか

り問題文を読むことが重要。

（４）第二次試験の受験体験談（副会長及び理事）

・約 10年以上前に受験したが、受験指導について情報が少なく殆んど自力で勉強した。

・筆記試験について外部講座は受講していない。知り合いの技術士に見て貰った。指導を受け

自分の解答が的を射ているか、厳密性や正確性、抽象度のバランスが掴めているか等を知る

ことが重要である
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・個人のスキルによって難易度は変わる。一次試験は大学の工学系学部卒業程度レベルなので、

文系には難しい部分がある。二次試験は筆記試験が重要。自分の解答が論理的に組立て

られて、分かりやすく論旨の展開ができているかなど、客観的に判断する必要がある。

筆記試験の添削指導を受けても、適切な解答が書けない人もいる。自分の弱点が知って

どの様に克服するかが重要だと思う。

・筆記試験で、自分には何が足らないのかを考えた。文章を短時間でまとめる能力と気付いた。

それを自覚してから日記を書く習慣が、最終的に役に立った。

・職場でクレーム報告書を顧客に分かりやすく作成する業務を通じて、文書の書き方や説明の

展開方法を身に付けたことが役立った。二次試験合格者の論文を読んで参考にした。分かり

やすい文章がポイント。上司に掛け合って、会社負担で技術士試験を指導している老舗企業の

セミナーを受講した。当時は業務負荷も高く、第二次試験直前は仕事を終えてから論文を書く

練習をして徹夜に近かった。第二次試験終了後、体調を崩したので決して無理はしないで

欲しい。

・まずは「やるぞ」という気持ちが重要。同じ志を持つ人と交わると良い。特に第二次試験は、

独学は大変なので、周りに同じ人がいると刺激を受ける。S社の模範解答集を参考に、解答を

ひたすら手書きをすると、コツを掴むことができ、出題されるトレンドも理解できる。

６．閉会の挨拶

JPLCS坂巻副会長

本日は多数の方に受講頂きまして、ありがとうございました。技術士試験は、受験要件を

満たせば、何度でも受けられます。今日の説明会を聞いて、技術士試験に挑戦頂きたい。

合格後には是非、技術士包装物流会に入会頂いて、技術士として活躍されることを期待して

います。

以上

44



事業部会活動報告 坂巻千尋、尾崎尚武

令和 7 年度も内外からのコンサル案件の業務紹介、及び展示会への展示参加等で技

術士並びに当会の活動内容を広報し、会員の増強に繋げる活動を行った、具体的には

下記になる。

１．内外からのコンサル案件等の業務紹介・取り纏め

・1件指導の問い合わせあり。

（内容）医薬品、医薬部外品、化粧品、健康食品・食品、雑貨などを製造および 販売

する在阪メーカーから包装材料設計時の評価試験に関する指導の問い合わせ。

1月24日に先方より当会HPにコンタクトがあり、当会より5名の応募があり、2月中に

「経歴書」を送付した。先方にて選考の予定だったが、先方の社内事情により中断、

最終的に6月に正式な断りの返事を受けた。社内で対応する事になったとの説明あり。

・1件講師の紹介依頼あり。

公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会(以下、JILS)より、

来年度「ロジスティクス基礎講座」の講師の紹介を依頼された。会員への情報共有

を実施したところ、応募があり適任者を選考中。

２．アジア・シームレス物流フォーラム（ASLF）2025への参加

・一般社団法人日本マテリアルフロー研究センター（以下、JMFI）主催、（株）流通研

究社運営企画による同フォーラムに昨年、一昨年に続いて参加した。今年は 5 月 22

日、23 日に東京流通センターにて開催され、今年も JMFI の御好意により１ブース

を無償で提供頂けた。当会からは技術士、技術士包装物流会の紹介パネルの他、物

流技術、E コマースを含めた流通業界の物流課題に関するパネル展示を行った。ま

た新たに受験説明会のパネルを 2 枚展示し訪問者の説明に活用した。ブースへの訪

問者は合計 17 人で 2 人が技術士に興味ありとの事で受験対策委員会に情報を共有し

た。

輸送、倉庫、物流機器メーカー等の展示があり、またアジア善隣物流で協働・共創

をスローガンにしている為、東南アジア諸国、中国からの展示、講演があり本国、

大使館からの来訪があった。興味深い展示としては従来のハード面からの解決策に

加えて、クラウドなどを含めての情報システムとそのサービスを提案するブースが

複数見られ物流 DXの一面を実感した。

３．TOKYO PACK 2026 の準備

・公益社団法人日本包装技術協会（以下、JPI）より、TOKYO PACK 2026 での包装 4団

体への協力依頼あり。テクニカルセミナーにおいて各団体がそれぞれ 4件の講演を
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行うように依頼を 11 月に受けた。会員へ情報共有し、応募が数件あった。

４．経営工学部会とのパイプ維持

・部会に青木会長が参加。

５．その他

・カートンボックス誌 10 月号に「『アジア・シームレス物流フォーラム

2025』参加報告」を寄稿。
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２０２５年研究部会の活動

〇共催イベント
７月７日(月) 包装専士会、技術士包装物流会 共催講演会の実施
「包装廃棄物処理・リサイクルにおけるDX とカーボンニュートラルの推進」
国立研究開発法人 国立環境研究所社会システム領域・システムイノベーション研究室・
室長 博士（工学） 藤井 実 先生
参加者：現地参加 51 名＋リアルタイム配信 21 名で計 72 名
要旨：
１．IoT ・ AI の資源循環における活用の可能性

（１）廃棄物発生段階

廃棄物量の測定及び収集依頼自動化

（２）廃棄物収集段階

廃棄物量の計測値集約により、収集地点を選択し、収集時間や走行距離を最小化

（3&4）選別・加工段階

AI 学習したセンサー情報による分別作業の自動化、無人化

（５） 輸送段階

中間処理、倉庫、稼働状況により、配車のタイミングを最適化

（6.）利用段階

発生場所の異なる原料の組み合わせ、量や組成に関する情報共有化

※ビッグデータ・ブロックチェーン

廃棄物発生以降のサプライチェーン全般に渡って、需給マッチングを最適化

２．包装廃棄物リサイクルへのデジタル・ロボット技術の可能性と課題

（１）可能性

収集運搬ルートの自動化・最適化ツールが使われ始めている。廃棄物量のリアルタイム情報の

活用も実現されている

（２）課題

リサイクルプロセスを省人化することはできるが、リサイクルの収率や品質向上には限界も存

在する

⇒リサイクル困難な廃棄物の活用とカーボンニュートラル化も必要

３．ライフサイクルカーボンニュートラル（LCCN）

（１）廃棄物を利用した効率的な蒸気供給の仕組み

低品位廃棄物を活用して社会＋コンビナートのエクセルギー効率を向上

※発電しても効率の低い中・低温蒸気を、直接熱源として使用

⇒LCCN では焼却熱が高効率に利用されることで、ケミカルリサイクルに匹敵するエネルギー効

率でカーボンリサイクルが可能
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（２）LCCN 実施のポテンシャル

ａ．エネルギー

（ａ）供給側：廃棄物焼却施設での焼却（約 300PJ/年）

（ｂ）需要側：化学産業のエネルギー消費（約 800PJ/年）

→需要の方は 2倍以上多いが今後省エネや再エネの利用が進む

ｂ．炭素資源

（ａ）供給側：一廃・産廃可燃合計(炭素換算：約 20,000 kt-C/年)

（ｂ）需要側：ナフサ消費量(炭素換算：約 23,000 kt-C/年)

→ほぼ同じ

⇒不足のエネルギーを補いながら、炭素源として混合廃棄物を利用

（３）LCCN の段階的な導入

ａ．第 1フェイズ LCCN Ready (Waste to steam) (～2040 年頃)

低品位廃棄物をコンビナートに集約し、化学工場へ蒸気供給を行う段階。

ｂ．第 2フェイズ Full LCCN(2040 年頃～)

グリーン水素の価格が低下し、供給体制が整うに従って、CCU による化学原料化の実施を拡

大する

（４）LCCN ・ LCCN Ready の社会実装に向けた活動

ａ．国内 3地域、海外数地域のコンビナートで LCCN Ready の事業化について関係者間で検討中

ｂ．社会実装を加速するため（一社）LCCN 推進研究会（代表理事：藤井実）を設立（2024.12

月）

４．まとめ

（１）デジタル技術の活用によって、従来の工程や作業を効率化するとともに、今までできなかっ

た資源循環が可能になる。

（２）定量的な目標をもってデジタル技術の導入を検討することが適切であると思われる。また、

完全な選別を行うことは困難であり、リサイクルできない廃棄物が一定量発生する前提で仕組みを

構築する必要がある。

（３）廃棄物セクターのカーボンニュートラル化に向けて、リサイクル困難な低品位可燃廃棄物を

コンビナートに集約し、蒸気供給と CCU を行う仕組み（LCCN）の導入が想定される。
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〇研究会
①１月２７日（月）総会講演会「荷主企業から物流専業者への業務移管の課題について」 日本マテ
リアルフロー 大橋進 会長 全員 33 人 内、会員外 6人
WEB＋機械振興会館
要旨：
１．概要

荷主企業はその事業戦略に基づき、新たな物流センターの立ち上げを検討することがある。新物

流センターの設置計画からシステム設計、さらにはオペレーション運用等にいたるまでのプロセス

を、荷主企業が自社のみで行わず 3PL 事業者への業務委託を伴いつつ行う場合には、委託側企業と

3PL 事業者との間でパートナーシップを醸成し（運命共同体であることの認識）、「協業」体制を構

築することが求められる。

一方、荷主企業と 3PL 事業者はそれぞれの利益が相反する立場であり、新物流センターの立ち上

げは、本質的にそれら利益相反の「調整作業」である。両者ともに自身の立場を堅持しつつ、相手

側の立場を理解し、時として妥協するという高次元での交渉能力が、新物流センター立ち上げでは

試される。

２．荷主企業と 3PL 事業者それぞれの入札から契約までの実施事項

（従前の物流センターから新物流センターに移転する場合の例）

荷主企業による入札実施の決定は、従前の物流センターの 3PL 事業者のパフォーマンス評価が芳

しくないことによる。その背景には、荷主企業はコスト削減と品質向上を図る一方 3PL 事業者は売

上向上を目論み、両者は利益相反となり易いことがある。お互いに立場は異なるが、それぞれの経

営層・ミドル・一般社員相互のコミュニケーションを密にすることで、相手方が置かれた状況に対

する理解を深めることが可能である。

特に、荷主企業は自社のロジスティクス戦略を明確にし、更にサービス品質の向上、コスト削減

等の課題を具現化するために自社の具体的な活動に結び付けていくことが求められる。（具体例

Dell あるいは INDITEX ( ZARA )のロジスティクス戦略）

（１）荷主企業が業者選定入札を始めるプロセス

公開入札を実施するためには、綿密な計画を立てることが求められ、そのために１～２年の期間

を要する。プロセスは以下のとおり。

現状の調査 ⇒ ロジスティクス目標の設定 ⇒ ロードマップとタイムライン

⇒ 経済効果とリスク確認 ⇒ プロジェクトチームの立上げ

⇒ 業者選定・詳細計画

特に重要なポイントは、入札要件を記述した RFP につき、入札参加企業からの提案が比較しやす

い形になるように質問を工夫することである。

（２）3PL 事業者の対応事項

3PL 事業者は、営業活動を通じ入札案件情報を把握し、荷主企業の入札に参加できるよう営業活

動を通じ入札案件情報を取得する。参加後は Request for Informaton、Request for Proposal へ

の回答および提案資料を準備し、提出する。

（３）契約締結
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契約は、法的な責任の分岐点を規定するとともに、実務的には日々のオペレーションで「何を委

託して、何をどのような品質で果たしてもらうのか」を明確化するものである。これは、Scope of

Work、Standard Operating Procedure を基本に、契約書に「別紙」のような形で付属する細かな

業務上の取り決めとして纏めることが重要だ。

（４）料金の取り決め

料金は、少なくとも契約当初は個建で定めるのではなく、まずはコストプラス方式で始めてみる

ことが推奨される。これは、3PL 事業者のコスト内容を開示させ(Open Book)、そのうちコストプ

ラス対象となるコスト項目につき一定のパーセンテージで利益を載せ、その利益を加えて支払総額

を決める方式である。１年運用した後に、パーセンテージを実態にあわせ両者で協議の上、変更し

ていく。

３．Go Live !（運用開始）

従前の物流センターから新センターに移転する場合には、引越の時から運用の山場が始まってい

る。錯綜する貨物の混乱を緩和しつつ日々のオペレーションを止めぬようにするためには、物流セ

ンターの全体を見渡し、指示することができる司令塔の役割が重要である。

新物流センターの混乱の収束のためには、混乱の原因を早期に見極めること、現場の意見にしっ

かり耳を傾けオペレーションをデザインを変更していくことが求められる。加えて、荷主企業の支

援が必要な場合も多々ある。

荷主企業と 3PL 事業者双方が現場オペレーションを観察することが、パートナーシップの醸成に

つながる。
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②３月３日（月）「パッケージのサステナビリティ：生活者との協業で描く未来像」
橋本香奈氏 全員 34 人 内、会員外 2人
WEB
要旨：

１．自己紹介／生活者との協業を大事にしたい理由

生活者に大事なメッセージをもっと伝える努力が必要。彼らの声を聴く機会を持つことも大事｡

包装業界は生活者と同じ方向を向いていることを、お互いに把握したうえで前進したい

２．包装業界を取り巻く動き

・欧州と日本における包装に関わる最近の動向 日本の包装業界の最大の関心事：EU の新しい法

規制“PPWR”

・日本政府の資源循環政策の動向 日本のプラスチック製品の再資源化内訳

３.日本における包装材の紙化について

・日本では、包装の素材をプラスチックから紙に変更、あるいは一部材料を紙に置き換える動き

が活発化

・紙の識別表示の表示基準を満たしていても、紙として資源化されないものがある。紙を一部導

入したことのアピールで終わっているものもある印象。

４．海外のリサイクラブルな紙系包装材事例

・ TetraPak はアルミ付紙パックのリサイクルに世界各国で取り組む

「ポリアル」(ポリエチレンとアルミ箔の混合物)の二次利用事例を数多く見つけることができる

・ Nestléは主要ブランドのプラスチック包装材を紙へ急ピッチで切り替えている

・オーストラリア市場で紙系包装材を一次包装にして商品化

５．紙系包装材をリサイクラブルな設計にするためのガイドライン

・パッケージは“CircularEconomy”を実現する“CircularPackage”へ

バリューチェーンとともにリサイクラブルな包装設計にするためのガイドラインを発行

・｢包装設計ガイドライン｣ではリサイクラブルな包装材の基本条件を知ることができる｡

・欧州の２つのアライアンスが紙系包装材のリサイクル可能性を評価する業界統一ツールを

2022 年に発表，現在も更新中

・ 4evergreenAlliance が紙系包装材のリサイクル可能性を評価する業界統一ツールを発表

６．生活者へのわかりやすさ

・家庭からの回収率を上げるためにすべきこと⇒ ＊リサイクルに出すために行う作業を簡単

にする＊製品によってリサイクルできる部品に差異がある場合は統一する

・英国の Jude’sIceCream 社の製品の“On-Pack Labeling”は、ラベルを見れば、そのパーツ

をどのように処理することが適切なのかわかる。

７．ドイツの包装の法規制・リユース容器・暮らし・リサイクル

・拡大生産者責任のもとに使用済み容器包装の回収･リサイクルを行うドイツ

ドイツでは、1994 年の EUの包装及び包装廃棄物指令（PPWD）及びドイツ容器包装廃棄物法

により使用済み包装材は資源回収･再生化の義務を強化した経緯あり。ごみ発生量の削減が

目的。
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・ドイツ連邦環境省のサイト“Wenigeristmehr”

「少ない方が豊かだ」キャンペーン：使い捨て容器を減らし再利用可能な容器の利用を促す

８．英国の包装の法規制・資源/ごみの回収・ On-PackLabelingPrograms ・ TESCO の取り組み

・英国の包装に関する主要な法律と規則の要約

2020 年 7 月 30 日の政府公約『Circular Economy Package（循環経済パッケージ）』の実現

の柱に EPR を置き、包装税や使い捨てプラスチック製品の禁止などで強化。

・英国（ハロー・ロンドン自治区）のごみおよび資源回収ボックス分類

52



③５月１２日（月）「包装が次世代に向かって進歩するために」
住本充弘氏 全員 25 人 内、会員外 0人
WEB＋機械振興会館
要旨：
１．環境課題への取り組みについて

・日本でどのように動くか、もはや一社では難しいので、業界内で意見、討議を重ねて、喫緊の

社会課題で共通なものは、業界全体で取り組み、国も入れて社会システムとして仕上げ、成果

がでれば、世界にも広げて利益確保の一助とする

・日本の包装は、ものづくりにおいては、世界のトップクラスであるが、先進的な独創的な包装

のアイデアやそれを実現する力や、包装に使用する技術のソフト面、アプリケーションの着想

はやや遅れている

新しい包装は、開発者が事例を実用化し、それに続く人達が市場を共に開拓するモノである。

（RFID、QR コード）

２．包装業界への提言

・日本はどうするか、世界の技術に追随も必要であるが、日本の包装に適した循環型パッケージ

を開発すべきである。使用済み包装材料～それを原料とした新しい包装材料へと、少しでも多

くなるように工夫することを包装人としては望みたい。

・ケミカルリサイクルについては、エネルギー面での批判があるが、よりエネルギーの消費に少

ない方法も開発されている。数年前の知識で論ずべきではない。技術は進歩している。

回収して、再生すると収率の面からプラスチックが不足する。不足分は、石油由来から補充す

るのではなく、再生可能なバイオ材料由来の bio-plastics で補充することになる。石油由来

を削減するためには、Bio-based PE/PP の利用は不可避である。

３．包装を取り巻くの環境の変化

・ EU へ輸出用の包装製品の対応が急務であり、 Certified Recycled PE/PP の安定供給が必要

である。

・使用済みラミネート品の再生は、メカニカルリサイクル品は、安全性の面で食品、医薬品、化

粧品などの一次包装には使用できないので、ケミカルリサイクル品か Bio-based の PE/PP の利

用が必要である。

４．包装設計の要求事項

・今までは要求事項（製品保護、使い勝手、情報提供、販売促進、その他）に対応した基本設計

で良かった。

・これからは循環型パッケージ対応も必要である

①回収適性 collection どのように排出するか ある程度素材ごとか、混合か

②選別適性 sortability プラスチック包材 Sorting 技術開発中

③再生適性 recyclability プラスチック包材のメカニカル、ケミカルリサイクル適性

④追跡性 traceability
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５．総括

①PPWR 対応の recycled PE/PP の供給体制確立。

②石油資源のない日本は、家庭ごみなどの焼却施設から発生する CO, CO2 利用の PE/PP の製造技術

確立が必要である。

③環境対応は１企業では無理、業界、国が討議し、一体化して国としての回収・処理・再生システ

ムを制度化する。

④包装材料の小ロット生産体制

⑤業界代表の海外駐在員

⑥包装の実務教育訓練学校

⑦包装分野での AI 利用、最後の仕上げは包装人が英知をだす。
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④７月１４日（月）「食品包装における品質保持の基礎知識と最新動向～食品ロス削減のために、
（追加）食品包装のいくつかの課題に対する問題提起」
野田治郎氏 全員 26 人 内、会員外 0人
WEB
要旨：
１．食品包装の目的と品質保持

・包装とは、デザインだけでなく、包装に付加する機能が重要

・包装を取り巻く社会環境は変化しており、社会環境の動きを知った上で包装を考える事が重要

２．品質保持のための包装技術

（１）食品の特性、商品コンセプト

・包装技法の検討 －鮮度保持包装、防湿包装、殺菌方法、 など

・包装材料の検討 －バリア性能、耐熱性、強度、安全衛生性、食品と包材の相互作用、コスト

など

（２）生物的変質の防止のための包装技法

①食品の加熱殺菌と包装

・食品の加熱殺菌と包装

食品の性状、ｐＨ、水分活性、流通条件、包装形態 などから方法が選択される。

・無菌包装

②化学的変質の防止のための包装技法

・真空・ガス置換包装

・脱酸素剤封入包装、酸素吸収包材

・青果物鮮度保持包装（ＭＡ包装）

③物理的変質の防止のための包装技法

・防湿包装

・包材臭対策

３．最近の開発事例

（１）酸素吸収包材の採用例

キユーピーブロー成形プラボトル：保存性が ガラス瓶と同等になった

（２）使用中の保存性を改良した調味料容器

自立パウチ、キャップなし：弁機能によりエアバックしない

（３）日持ちする惣菜の包装

日配品の惣菜を日持ちさせることにより 多頻度配送が不要、製造流通の経費削減、CO2 排出削

減、廃棄物削減

４．食品ロスの情勢

（１）食品ロス＝まだ食べられるのに 廃棄される食品

・食糧問題：世界規模の人口爆発と食糧不足
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日本の食料自給率の低さ

・環境問題：食品の生産・輸送のためのエネルギーの無駄使い

廃棄される食品の運搬・処理時に排出される CO2

（２）日本の食品ロス発生量

・国民 1人あたり 1 日約 103ｇ 年間約 38kg

５．食品ロス削減に寄与する包装

（１）保存性の向上

（２）残さず使うための包装の適正容量化

（３）包装の利便性向上による食品ロスの削減

６．食品包装のいくつかの課題に対する問題提起

（１）商品の付加価値を高める利便性

・商品コンセプトに対し最適な包装形態を採用することにより、便利に快適に使用でき、商品価

値を高めることができる。

・超高齢化社会への対応

（２）企業の社会的責任を表現する環境対応

・容器包装の環境対策に取り組む際に認識すべきこと

①石油由来のプラスチック製容器包装は地球温暖化に関係しない

②食品が付着した容器包装は、 熱回収が最適なリサイクル手段である

③プラスチックの原料となる石油は無くならない

④バイオマスプラスチックは問題が多い

⑤海洋プラスチック問題は包装では解決できない

⑥モノマテリアル化のパラドックス

⑦環境イメージが良い紙、ガラスにも弱点がある

⑧食品包装では環境対策が第一優先ではない

・環境にやさしい包装を目指すポイント

①包装材料の使用量を削減する

②リサイクルを容易にする

③リサイクル材料を積極的に使う

④コストダウンになる環境対策を目指す

（３）消費者と企業を守る安全性の確保

原材料及び作られた容器包装が法律に適合していること

2018 年 食品衛生法の改正への対応

（４）ヒット商品を生み出す食品包装

ヒット商品の特徴的な機能は、時間と手間を省くことである
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⑤9月８日（月）「共創による物流DX 推進の新たな取り組み方」
太尾田幸太氏 全員 22 人 内、会員外 2人
WEB

１．はじめに

昨今の物流業界では、人手不足、小口配送の増加、燃料費の高騰等様々な問題が発生している。

一方倉庫の形態も変化しており、自社保有でなくマルチテナント型の物流施設を賃借して利用する

ことが一般的になりつつある。

２．物流不動産ビジネスを取り巻く環境

物流不動産ビジネスでは、物流施設用開発用地を取得し、そこにゼネコンに施設を建設させ、必

要なマテハン機器をマテハンメーカーに手配し施設内に据え付けたのちに、その施設を物流会社

(3PL)に賃貸し賃料を収受する。施設稼働後一定期間運営管理を行い、最終的には物件を売却する。

物流不動産の倉庫面積は 2010 年までの累計で 100 万坪であったが、その後が参入業者が相次ぎ、

2016 年～2025 年の累計で新規開発面積が 844 万坪となり、急激な伸びを示している。

現状すでに首都圏で 270 棟を超える賃貸型物流施設が存在しており、2024 年の 1 年間のみで 25

件が竣工している。このため供給過多により首都圏の大型物流施設の空室率が 11％台に上昇し、

賃料の伸びが停滞している。さらに建築費の上昇、工期の長期化により収益環境が悪化している。

一方、近畿圏は物件不足のため賃料が上昇しており、次のターゲットは首都圏以外の地域である。

参入するプレイヤーが多い物流不動産ビジネスでは各社とも商品性の差別化に取り組んでいる。

ハード面では快適な労働環境を備えたアメニティの整備、ソフト面では入居後のサポート、例えば

無人コンビニの設置、通勤シャトルバス運行、空坪マッチングサービスの提供等である。これらは

近畿圏等での競争も見据えた施策である。

さらに、物流業者や荷主が課題に取り組む時間や場所の不足、あるいは課題そのものが不明確とい

う状況があり得る。この状況にアプローチする一つの事例として、野村不動産㈱ではマテハン、ソ

フトウェア、ファイナンス等幅広いパートナー企業（現在 126 社参画）のコンソーシアム「Techrum」

を組織し、荷主・物流企業に対し最適なソリューションを提供できる体制を整えている。同社物流

DX ショールーム「Landport 習志野」では、物流企業・荷主に入荷から搬送・出荷までのプロセス

を実際に商品が流れる状況で再現してみせ、課題を明確にしたのち、Techrum 参画各社のうち最適

なソリューションを提供する企業を引き合わせるビジネスを展開している。

３．今後の物流不動産ビジネスの展望

このほか他社の例では、自動立体倉庫シェアリングサービス、冷蔵冷凍倉庫 AI 制御化建替需要

の取り込み、車両の自動運転とも連動したソリューションを提供する完全自動倉庫の取り組みがあ

る。以上の例から、各社とも不動産ビジネスに留まらずロジスティクスソリューション分野への進

出が生き残りのカギと判断しているとみられる。
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⑥１１月１０日(月)「食品リコールは全体の６０％に及ぶ、もったいない、工夫の積み重ねで半減可能
⇒食の安全安心を推進する」

堀内康夫氏 全員 20 人 内、会員外 0人
WEB＋機械振興会館

要旨：
１．はじめに

我が国の食の安全は食品衛生法で守られてきた。加えて２０１５年９月に、食品衛生法 JAS法 健

康増進法が統合され食品表示法が施行された。更に２０２１年６月１日には食品表示法の一部が改

正施行された。

この結果、従来４００件ぐらいの年間リコール回収件数は、１４００件に及ぶことになった。１

０カテゴリー中最も多い回収件数は食料品となり全体の６７％を占めるに至った。激増した食料品

のリコール回収の理由 原因を精査し、消費者の食の安全の為、リコール件数を激減させるべく提

案をする。

２．２０２１年６月１日の食品表示法の改正概要

食品の安全性に関する食品表示基準に従った表示されていない食品の自主回収を行う場合、行政

機関への届出を義務付け。届出対象となる表示法違反は、賞味期限 アレルゲンなどの欠落 誤表示

等。届出リコール情報については、消費者庁のリコール情報サイトで登録公開、消費者に情報を提

供。

３．リコール情報サイトの全登録情報１１６１件（２５・０１月～１０月）を精査

（1）食料品の回収届出件数は７７８件、全体の 67％

（2）食料品の回収届出数に於ける理由 件数、構成％、並びに原因

・賞味消費期限違反 １３６件 20.1％ 誤表示 表示欠落による

・表示違反 １２２件 18.0％ 表示欠落 誤表示による

・菌 有害物 ７９件 11.7％

・カビ ７８件 11.5％

・異物混入 ７８件 11.7％

（３）主な回収原因と対策

・賞味期限では年 月 日の誤表示が多い、PC入力時、初物検査でチェック実施

ラベルの貼り間違いは、必要のないラベルは置かない

・消費期限は一般に長くて３日以内、PC 入力時、初物検査で異常がなければ稼働する

・アレルゲンの表示欠落、義務表示 8 種類の記入漏れはあってはならない

４．食料品 保健衛生品に於いて、重大事故が発生

（１）紅麹サプリメント、青かびの侵入によりプベルル酸が産生され、死者７０名

（２）味噌汁にネズミが混入

優れた大企業でも、日常業務に不備がある場合には重大事故を招くことがある
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５．お客様の安全ファースト、基本を守ればリコールは激減する

（１）経営者の責務

慣れ緩みに楔、お客様の安全最優先、ためらわず回収 損失は一時、利益は挽回できる

（２） 管理者 品質保証部門の責務

・出荷検査（出国審査）を強化し、欠落 誤表示は出荷停止

・消費者情報（クレーム）を重視、直ちに対応、お客様の被害を最小限度に抑える

（３） 賞味期限 消費期限 アレルゲン

・賞味期限 アレルゲン：作業開始時に標準見本合わせ、欠落 誤表示製品を生産しない

・アレルゲン：料理長は使用材料を正確に伝える、PC 入力は欠落 誤表示しない

（４） 異種混入防止、設備点検は毎日実施、記録に残す

（５） 細菌類 粉塵 虫類 小動物は持ち込まない、食品貯蔵庫は室内

（６） 企業独自に、食品安全推進係を選任、縦の活動を重視、お客様の安全強化

・外注企業のハザードを顕在化、消費者情報から重篤な健康被害を把握、即対応

６．まとめ

食品表示法の改正施行により、従来届出なしの欠落 誤表示等が顕在化、リコール回収届出数が

激増することになった。欠落 誤表示は難しい課題ではない、作業開始時の初物検査の厳格実施に

より激減する。我が国の食文化は守られ、安全な食品が提供されていることはゆるぎない。表示の

間違いを減らすことが最優先。

リコール発生回収の減少は、お客様重視 損失の抑制に繋がるは言うまでもない。
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月例研究会
第 177 回技術士包装物流会関西支部研究会

「環境問題対応の包装設計の在り方（発泡スチロールの場合）」
古井 真夫 氏 ＜ 日本包装管理士会 関西支部 ＞

日時 令和 7 年 4 月 17 日（木）18:00～19:30

方法 KITENA 新大阪（大阪市東淀川区）及びリモート(Zoom)による同時開催

参加者 17 名(会場参加 8名＋リモート参加 9名)

1 部：実績

（1）包装設計の重要要素は以下の 5点である

・製品の保護（物流・保管時の耐衝撃） ・利便性の追求（仕様・条件への適応）

・コスト削減（材料費・包装工数低減） ・包装の適正化（保護性・流通条件）

・環境への配慮

（2）包装設計の目的

包装設計の目的は流通過程最適化（DFL：Design Eor Logistics）であり、コスト・

品質・環境適応・サービス・デリバリーで構成される。

（3）包装設計の手順

手順-１

① ユーザーとの打合せ（内容品の仕様・構成・強度・注意事項・コスト）

② 包装設計（材料選定・仕様設定・計算式による形状決定・コスト検討・環境

配慮検討）

③ データ作成・製図・試作 ④ 評価試験 ⑤ 承認・試作金型発注

手順-２

① 計算式の活用による基本的肉厚・受圧面積等決定

・製品許容加速度（Gファクター）

・緩衝係数 ・想定落下高さにより算出

② コスト低減・環境対応（リデュース）への対応（実際の対応事例）

＜金型構造・工程の改善による設定肉厚低減事例＞

・原料充填性の向上による改善

ベントホールの小サイズ化と多用による充填時のエアー逃げ促進、

緩衝材の薄肉化:従来⇒最小肉厚：15 ㎜⇒12 ㎜以下に低減（20％低減）

・離型効率向上による改善

金型製造工法の NC 製作活用による平面平滑化で離型効率向上を図り

底面肉厚の薄肉化:従来⇒最小肉厚：20 ㎜⇒15 ㎜以下に低減

（25％低減）

・同上の取り組みによる家電製品の改善事例

① 電子レンジの場合：従来：10400 ㎤⇒改善後：8800 ㎤（15.4％低減）

② 炊飯器の場合：従来：3250 ㎤⇒改善後：2900 ㎤（10.8％低減）

③ 液晶テレビの場合：従来：14000 ㎤⇒改善後：13000 ㎤（7.2％低減）

手順-３

評価試験（大阪府立産業技術研究所 HP より引用）

① 落下衝撃試験（輸送中・積載時等の衝撃を想定）

② 振動試験（輸送中の振動を想定）

➂ 耐圧静荷重試験（保管中の加圧荷重を想定）

④ 傾斜衝撃試験（積み荷下ろし時の衝撃を想定）

⑤ 回転六角ドラム試験（輸送時の回転落下衝撃を想定）
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（4）環境問題対応に向けての実績（電子レンジ包装合理化検討事例）

①電子レンジの保護性を維持したうえで上・下緩衝材を一体成形化し成形・

納入点数を削減上記に加え上緩衝材の下緩衝材への配置移動により保管

スペース（物流費）を 25％削減

（5）包装材料選定の検討

◎種類と名称

・段ボール ・プラスティック（発泡ポリスチレン・同ポリエチレン

・同ポリプロピレン）

・パルプモールド ・紙系緩衝材 ・各種リサイクル材料

（これらの材料を写真で説明あり）

◎評価基準

・保護性 ・品質安定性（耐湿性・寸法精度） ・環境問題対応

・経済性（仕様材料・組立工数の低減）

◎環境対応

・３Rの中でも Reduce（廃棄量削減）に絞り込み

・ CE（サーキュラーエコノミー）の導入

◆マテリアルリサイクル ◆ケミカルリサイクル ◆エネルギー

リカバリー

◎材料別機能性比較表（1）

保護性、品質安定性、環境対応、経済性⇒これらを加味した総合評価

◎・〇・△で評価した一覧表を提示（材料ごとに長短あり⇒内容品により最

適材料選定）

◎材料別機能性比較表（2）

上記（1）で保護性を更に詳細区分して比較

緩衝性（衝撃・振動）、固定機能（３D 活用・立体形状への篏合度）、復元性

（繰返し耐衝撃性）

及び静荷重（硬さ：倉庫保管時の耐圧静荷重）⇒これらを加味した総合評価

◎・〇・△で評価した一覧表を提示（ここでは発泡プラスティックが優位で

あると説明）

また、発泡プラスティックの中でも大型重量物（65 インチ液晶テレビ事例）

に於いては発泡ポリスチレンは割れやすいので発泡ポリエチレン等が適して

いる（この様に内容品でも選定が分れる）

2 部：発泡スチロールについて

以下は JEPSA（発泡スチロール協会）の資料を用いて説明された（概要のみ記す）

◎EPS 環境対応について（その１）

・ EPS にはフロンや環境ホルモンは含まれていない。

・ EPS の主成分は炭素＆水素から成り、燃やせば黒い煤が出るだけである。

・環境への負荷が少ない素材で CO2 削減にも貢献している。

（98％空気で出来ている）

◎EPS 環境対応について（その２）

資源循環促進について

・プラスティックに係る資源循環促進に関する法律が 2022 年 4 月 1日に施行

された。

・ JEPSA では EPS 製品の資源循環促進、リサイクル率の向上に積極的に取組む

為、設計・製造に関する環境配慮ガイドラインを作成した。
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◎EPS 環境対応について（その３）

以下は JEPSA の資料に基づき説明有り

・ EPS の用途別出荷量⇒容器（50.6％）、緩衝材・部材その他（32.4％）、

建材・土木（16.9％）

・ EPS の有効利用率⇒1991 年：12.6％、1998 年：51.5％、2016 年：90.2％、

2023 年：92％

・ EPS リサイクル拠点の設置

JEPSA 会員が運営するリサイクル拠点を「エプシー・プラザ」と称し、現在は

50 拠点程に拡大。会員の工場に設置された処理機により使用済み EPS の再資源

化に取組んでいる。

・ EPS 環境負荷の算出例

32 型液晶テレビ緩衝材で EPS と段ボールを比較（数値は省略）

＜まとめ＞

最後に講師は特に SCM（サプライ・チェーン・マネジメント）の重要性を強調

された。

・情報共有化により必要最小限の生産を行い余分な在庫を置かない

・在庫の最適化⇒配送の効率化⇒ドライバー不足等への対応

・物流効率アップで荷役条件を良化させる⇒落下試験条件緩和⇒緩衝材の低減に

繋がる

合せて JEPSA の環境対応情報を更にアピールして資源有効活用に貢献したいと

締められた。

質疑応答・ご意見

Q：発泡させてから成形する EPS と押し出し発泡との違いは何か？

A：発泡させてから成形するが、途中で空洞に空気を入れる工程があるので応力が

かかっても気泡が潰れない。

Q：原料に含まれる発泡剤は何か？

A：発泡剤はブタンガスが多く、一部プロパンガスが使用されることがある。発泡

ガスは空気と置換し残留せず、出来上がった発泡スチロールは純粋な PS だけで

ある。（ブタンガスの方が比較的安価）

Q：成形時の加熱で 2 次発泡が起こるのか？またその発泡はどのように起こる

のか？

A：金型内の加熱で 2 次発泡が起こる。2次発泡は予備発泡で発泡しきらなかった

発泡ガスが発泡する

ことで起こる。

Q：オフィスビル等で EPS は一般ゴミでは出せず、産業廃棄物でないと出せないと

聞いた。何故 EPS は産業廃棄物なのか？

A：詳細は承知していないが調べさせて頂きたい。（恐らく EPS が嵩張り場所を取

る

ため一般の収集車で仮に砕いて収集しても燃焼するしかない⇒EPS を燃焼する

と高カロリーで燃焼炉を傷める等々の問題があり一般ゴミとしては扱えない

のでは？）

以上

（文責：技術士包装物流会 関西支部 松永 敬二）
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JPLCS 関西支部 大阪・関西万博見学会／懇親会のご報告

1.懇親会実施状況

日時：6月 18 日(水) 18:00～20:00

場所：大阪なんば駅付近某所

参加者：9名

本年の大阪・関西万博開催に当たり、技術士としての知見を共に高めるとともに、東京本部と関

西支部の親睦を深めることを趣旨として、万博見学会／懇親会の開催を関西支部より起案した。見

学会に先立ち、前夜祭として懇親会を行った。本部から青木会長始め 3名の方を迎え、既に当日よ

り万博に参加された方からの情報提供等にて話が大いに盛り上がった。懇親会終了後は、有志にて

「大阪名所探索」として、G社 OBの M 氏ご案内の下、道頓堀の G社看板前にて記念撮影をした。

2.大坂・関西万博見学会実施状況

日時：6月 19 日(木) 9:30～

参加者：8名（会長奥様含める）

(1)入場前後

当日（6月 19 日）の会場周辺は朝から気温が 25℃を超え、日中の最高気温は 33℃となった。大

阪 metro「夢洲」駅から徒歩で東ゲート前に 8時 10 分頃に着き、約 50 分間、開場まで待つ。入場

し待ち合わせ場所であるゲート東ゲート広場 案内所前の「Snow-Deer」モニュメント前に着いたの

は 9時 10 分であった。待合せ時間の 9時半に参加者 6名にてモニュメント前で記念写真撮影の後、

早速、見学を開始した。以降、見学の一部のみを報告する。（写真１参照）

写真１

(2)万博パビリオン報告①「ノモの家」と技術展示

今回の万博ではネットから、5候補まで事前予約できる仕組みになっているが、結局、1箇所／

日の予約しか取れなかった。その唯一のパビリオンが、パナソニックグループパビリオン「ノモの

国」であった。本パビリオンのコンセプトは「解き放て。心と 体と 自分と 世界。」で、具体的に

は、一人一個用意されている”結晶”を持ち、好きな石にかざすと石が光り、別室の所定場所に結

晶を置くことで映像がスタートし進行していく。つまり、各自の結晶を通して行動を分析し、最後

に診断結果をカード（QR コード）で見ることが出来た。子供向けながら大人も楽しめる体験型パビ

リオンであった。
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「ノモの家」を出ると、五つのユニークな技術展示を行う“大地エリア”があった。具体的には、

バクテリアの力で植物の成長を刺激する「Novitek」を使い、会場で植物を育てるという展示であ

る。「Novitek」とは光合成の過程を活性化させ、植物の成長を刺激する技術で、シアノバクテリア

という微生物を「葉緑体のように」変えることで生み出された、生物由来の植物成長刺激剤である。

（写真２参照）

写真２

(3)万博パビリオン報告②「フューチャーライフヴィレッジ」

本パビリオンは西ゲートの更に西側の「フューチャーライフゾーン」に位置する。そのためか、

見学者は比較的少なかったが、中身は見応えがあり、個人的にはお勧めのパビリオンであった。具

体的には、「これからの日本のくらし（まち）」を改めて考え実現するプロジェクト（Co-Design

Challenge プログラム）であり、「マイボトル洗浄機」や「バイオトイレ」等の実例を挙げながら、

未来の食や文化、ヘルスケアの分野に関する技術を紹介している。（写真３）

また、「宇宙航空研究開発機構（JAXA）」常設展示にて見ることが出来る「月に立つ。その先へ、」

は興味深く、実現可能な近未来を身近に感じた。

写真３
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(4)万博パビリオン報告③「スペイン館」

本パビリオンは比較的入館しやすかった。「黒潮、二つの国をつなぐ一つの海の中へ」として、

海をテーマとしていた。具体的には、海底にある歴史的遺産を保護する技術や、海の資源を燃料や

医薬品に活用する持続可能な技術が展示され、個人的には興味深いものであった。特に、スペイン

はバイオ燃料の生産能力が大きいと言われているため、今後の種々の技術に対するリーダーシップ

に期待したい。（写真４）

写真４

3.見学会総評

今回の万博の目玉の一つである「大屋根」をバックに、「セキュリティロボット」が観光客とと

もに通行（稼働）していた。（写真５）このロボットに限らず、数年後には、今回の万博で目にし

た装置や機械が我々の身近なところで稼働している場面を見ることになるのであろう。

今回は残念ながら、国宝級の美術品を展示している I館などの人気のパビリオンには入れなかっ

たものの、大阪の「夢洲」にて各国の人々と触れ合うことにより、世界の広さと期待できる未来を

感じることが出来た。未だ、行かれてない方に一度足を運ばれることをお勧めする。

写真５

以上

（文責：技術士包装物流会 関西支部 支部長 真野仁孝）
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月例研究会
第 179 回技術士包装物流会関西支部研究会

「欧米における視察（旅）を通じて」
森川 亮 氏 ＜富士機械工業株式会社、当会理事＞

日時 令和 7 年 8 月 21 日（木）18:00～19:30

方法 KITENA 新大阪（大阪市東淀川区）及びリモート(Zoom)による同時開催

参加者 20 名(会場参加 12 名＋リモート参加 8 名)

１．ドイツ 2024年 5月（DRUPA）

・国の状況について

駅前でパレスチナとイスラエルに関するデモあり

・ DRUPA2024について

(DRUPA総論)

開催期間：2024年 5月 28日～6月 8日

会場：メッセ デュッセルドルフ、広さ 14万㎥（ビッグサイト東 1～6で 5万㎥）

国別出展会社 1位は中国（410社）、2位ドイツ 391社、だいぶんあいて日本は 48社

フレキソ印刷機とインクジェット印刷機が展示メインで、日本メーカーの出展も印刷機が

メイン。

８割近くが紙器、段ボールの印刷機。

機械装置を輸送し展示するための環境 CO２に配慮して、展示会での現物展示を取りやめパ

ネル展示の企業もあり。

どこにも SDGsの表記がない、サステナブルは表記あり。

(国内外の印刷機の違い）

印刷機出荷台数：日本市場 1500台（富士機械 53％）、世界では 51000台

軟包装インキ：日本 99%グラビア用、世界 80％グラビア用（残りはフレキソ用）

グラビア印刷機は中国、インド勢が力を入れていた。タッチパネル、ITを組み込んだもの

日本ではタッチパネルは間違えて押したり、パネル故障したら何もできなくなるため人気

がない。ボタン式は修理も簡単。

海外はメンテナンス契約、日本は契約しない。

(環境対応/ゴミの状況について)

環境を考えていないわけではなく、木のトレイの使用、マクドは紙カップ。

会場のゴミ箱は分別している感じ。

・物価について

会場のホットドッグ 8.5ユーロ（1500円）

ボテト付きシュニツェル約 5000円

コロナ処理装置（ドイツ製） 2020年 8月：600万円 →2024年 5月：1200万円

価格上昇の原因…円安（106円→156円）、ウクライナ紛争による運賃アップ、人件費アッ
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プ

・スーパーの調査

リドル（ドイツのディスカウントマーケット）を現地調査実施。

途中で購入をやめた商品を元に戻さない、きちんとに戻さない。正規の場所に置いてい

ないものを店員も戻さない。

パッケージが空いているものもあるが、野菜は比較的マシ。野菜は山積みされており、

自分で良いものを選んでいる。

商品を選ぶのは自己責任（レジで店員が気づいて変えてくれることはない）。

上記状況を踏まえると印刷や包装の品質は不要➡フレキソで十分

・旅の小話

ドイツでは券売機がよく壊れている。チケットの種類が多く、また券売機で駅名検索が

でない。購入するまで 20分かかった。。

ドイツはキッチリとしているイメージだが、電車は時間通り来ない。

２．アメリカ 2024年 8月（顧客対応）

・失敗談

入国審査所 2か所、羽田は 24か所。4時間はかかる。

空港にホテルの巡回バスが来ない。空港の乗り場は高い。Uberは安全で便利。価格も表

示。

・スーパーの調査

サラダ：1700円、お寿司：1000円、オレオ 700円

陳列は日本と同じような感覚（欧州は違う）

３．アメリカ 2024年 11月（PACK EXPO International 2024）

・国の状況について

大統領選前の現地の感覚では、トランプ当選はほぼ確定の印象（日本のテレビでは伝え

られてない）

・ PACK EXOPについて

開催期間：2024年 11月 03日 ～ 2024年 11月 06日

会場：マコーミックプレース（シカゴ）

参加者：48000人

日本メーカーの出展、ZACROS、大成ラミック、DNP、TOPPANなど

DOW社は PE製モノマテ包装＋PCR含有のボトル・キャップの展示

グラビア印刷機、デジタル印刷機：BOPE(延伸ポリエチレン）への印刷要望はあるも技術

的ハードル高そう

・スーパーの調査

パッケージや陳列状況は日本と変わらない印象。パッケージデザインは原色系の印刷が
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多いイメージ。

寿司用トレイ容器などは本体・蓋に透明なものが多い（日本では底材は印刷有りのもの

が多い）。

・ゴミの状況について

3種（埋め立て／リサイクル／コンポスト）のゴミ箱に廃棄し、収集後、工場で分別。

・旅の小話

無人タクシーが既にサンフランシスコでは 300台運転中。日本稼働開始目標は 2028年で

かなり遅れている。

現地の物価が高く、年収 1000万円で以下では生活が苦しいとのこと。

治安が悪く感じ、ホテル近くでも夜は男性複数で歩いていても怖い感じがする。

４．全体を通じた所感

海外では印刷パッケージ業界者でも SDGsを知らない。

中国、インドと比較して、日本は元気がない（働き方改悪？）。

日本のパッケージは懇切丁寧すぎる（今後、海外同様に品質を落とせる？ 色数は増え

ている？？）。

国内のパッケージが大きく変わるには、日本における法制化が必要（政府ができる？）。

水性フレキソ印刷は将来（海外の品質に落とせる？ コストに反映が可能？？）。

デジタル印刷の可能性（人手不足は切実、ただしフレキソ同等の悩み）

グラビア印刷版は重量物なのに対して、デジタルは版レス。

グラビア用インキの多くは溶剤系なのに対して、デジタルの多くは水性インキ。

グラビアは大ロット向け、デジタルは小中ロット向け。

生産人口は減り続けており、15年後生産人口は 1200万人減少と推定（＝中国地方＋四国

地方の人口に相当）

生産人口以外にも、食べ盛り世代の消費も減少（更なる小ロット化も懸念）

パッケージ印刷と同様の課題に直面した「服・生地 R２Rのデジタル化」

生活には必要だが人口減少、中小企業の破綻、少ロット、大量消費

服地への印刷方式は、スクリーン印刷が減り、デジタル印刷が増えている

水性デジタルの長所： VOC、火災・茫漠・刷版、両動力、少ロット

版交換なし（フィルム搬送中にデータ移送）

版の運搬なし、版倉庫不要、版作成不要、環境負荷なし

デジタルが増えない理由：

グラビアの印刷速度 200m/分で 100分間かかるものが、デジタルだと 400分間かかる（白

印刷の乾燥が律速）。

2000mロットで版替えしても、まだグラビア印刷の方が能力高い。

➡解：デジタル印刷速度を 100ｍ／分以上に開発中のデジタル印刷機。

印刷有効幅：1250㎜幅、「CMYK」と「特色」との戦い。
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５．質疑応答

Q 海外製印刷機を日本国内に導入した場合の表示言語は？

A 日本語非対応のメーカーあり、言語の代わりに絵・ピクトグラム表示もあり。

Q 海外のグラビア印刷機のレベルは（日本製印刷機と海外製印刷機の性能差）？？

A 機械性能的な差はない。求める品質が異なるため、設備性能よりもオペレータの技量

の差が大きい。

海外はドクター筋があっても気にしないので、技能はあまり必要としない

日本は様々なフィルムに印刷対応する必要があり、フィルムの微妙な差はオペレータ

の技量でフォロー

以上

（文責：技術士包装物流会 関西支部 川﨑 実）

69



月例研究会
第 180 回技術士包装物流会関西支部研究会

「トラック運送業のはなし」
山下 啓 氏 ＜山下技術士事務所 、当会理事＞

日時 令和 7 年 10 月 23 日（木）18:00～19:30

方法 KITENA 新大阪（大阪市東淀川区）及びリモート(Zoom)による同時開催

参加者 20 名(会場参加 8名＋リモート参加 12 名)

冒頭に講師自己紹介あり。海運貨物、港湾に関する仕事を中心にお取組みとの説明があっ

た。そのあと、本題のご紹介があった。トラック運送業業界の現状、業務プロセスと効率

化のほか、今後のサービス業としてのトラック運送業をとらえたときのサービスの方向性

の一つとして、ドライバーのコミュニケーション力を活用し、地域に根差したトラック運

送業者として生き残る、それによりサービスの競争力強化につなげることもあると考える

とのご説明があった。

(1)トラック運送業の現状

国内の陸上輸送能力不足は引き続き問題。政府規制緩和に伴い 63000社以上に増えている

が大手を除き経営環境は厳しく、事業拡大は難しい状況。トラックが足らない状態にある。

経営環境としては、自然災害の増加（土砂災害）による運送状の問題増加、法改正に伴う

規制強化（時間外労働規制の見直し。基準 960時間では荷物が運びきれない問題）、燃料費

高騰、環境問題（CO2排出削減の目標に対し未達）、ドライバー不足と高齢化（40代、50

代が最多）、赤字事業者が 4割程度（保有車両が 10台以下の事業者で顕著）、DX化費用捻

出ができる企業はごくわずか、倒産の増加（燃料価格が 4割上昇、トラック車両価格も 2

～3割上昇、仕事はあるがドライバーが足らない）などがある。

(2)トラック運送業の業務プロセス、業務効率化の取組み

トラック運送事業は稼働率、積載率、実車率などを KPIとして可視化。少ないトラックで

も積載率を上げる努力が進められている。運行管理者の権限、整備管理などの運行管理に

は ICT活用による高度化が整備されつつある。配車支援、遠隔点呼、AI運行管理などのほ

か、輸送案件獲得のためのマッチングサイトなど、DX化による効率化と並行して、人に対

する負荷低減、安全性向上の面からサービス提供のプロセスの最適化（サービス・デリバ

リー・システム SDSの最適化）も同時に進められている。

今後は、ドライバー集配時などの顧客接点でのサービス品質向上が必要となっている。

(3)サービスマネジメントの視点

サービスの４特性（無形性、同時性、結果と過程の等価的重要性、顧客との共同作業）に

おいて、特にサービスに直接接する場面（サービス・エンカウンター）では、現場の人材

が価値創造の中心になる。

サービスマネジメント理論を応用し、サービス生産システムとして捉えることが重要との

指摘があった。
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ドライバーが生の声を聞いて改善につなげることができる組織、管理体制が必要であり、

それにより働き甲斐を喚起、サービス価値の向上と顧客満足の向上へと繋げて、顧客ロイ

ヤリティを生む循環を目指す。

例えば、引っ越し業務では各案件ごとで違いがあり、予定外の事態への対応が必要になる

など、サービス業として考えるとドライバーが重要になる。

(4)人材育成と組織理念

サービス価値の担い手の育成として、OJTの活用、CRMによる顧客情報共有で対応力の強

化、スキル評価などを組織として考える必要がある。

組織理念との接続を行う上で、安全、誠実、信頼と行動の関連付け、理念の共有化、現場

判断の質の向上、顧客満足と従業員満足の両立が必要。

ドライバーさんという人にしかできない役割の重要性として、幹線では無人運転が進むと

しても、お客さまとの接点はドライバーになる点があり、組織としてドライバーの能力を

伸ばしていく必要があると考える。

(5)質疑応答

Q：トラックで緑と白のナンバーがあるが違いは何か？

A：緑ナンバーは自分の荷物以外のものも運べる、白ナンバーは自分の貨物のみ運べる。

Q：３つの KPIは年間の目標として設定すると、利益と KPIは連動するのか

A：基本的には連動する。効率的に運ぶことで改善する。

Q：運行管理者は誰が担うのか？

A：基本的には社員。行った先のグループ会社での運行管理者により管理する場合もある。

出先での運行管理者との考え方の違いに困ることもあるが、安全面を優先する。

以上

（文責：技術士包装物流会 関西支部 清水 敏之）
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月例研究会
第 181 回技術士包装物流会関西支部研究会

「需要計画の発展とシステム導入事例」
早川 哲志 氏 ＜早川事務所 代表、一般社団法人日本物流資格士会 会長＞

日時 令和 7 年 12 月 13 日（土）17:00～18:30

方法 KITENA 新大阪（大阪市東淀川区）及びリモート(Zoom)による同時開催

参加者 17 名(会場参加 11 名＋リモート参加 6 名)

(1)需給計画とは
 需給計画とは、需要（市場・顧客ニーズ）と供給（生産・在庫・物流能力）を調整し、

バランスを取る計画プロセス。
 過剰在庫や欠品を防止し、資源を効率的に活用するために不可欠。
 製造業・卸・小売など、幅広い業界で基盤となる考え方。
(2)SCM上の重要性
 需給計画は SCMの中核であり、企業競争力を左右する要素。
 在庫適正化によるキャッシュフロー改善。
 市場変動への迅速対応と供給リスクの低減。
 取引先との信頼関係構築や安定供給につながる。
(3)需給計画の内容
 需要予測には時系列分析、機械学習、市場調査、定性予測などを活用。
 近年はAI ・ビッグデータにより、リアルタイムでの需給判断が可能に。
 データ分析と意思決定を組み合わせたシステムが主流。
(4)需給計画の変遷
 1980 年代：在庫管理・生産計画中心の初期システム化。
 1990 年代：ERP 普及により販売・生産・在庫の一元管理。
 2000 年代：SCM概念の浸透、柔軟性と効率性を重視。
 2010 年代以降：AI ・ IoT 活用による高度化・可視化。
 2020 年代：自動化・サステナビリティ対応が重要テーマ。
(5)需給計画の実践
導入前の課題
 部門ごとに計画を作成し、属人的で根拠が不明確。
 情報共有の遅れにより、過剰在庫と欠品を繰り返す。

導入と対応
 投資効果を定量化し、トップの理解を得て推進。
 全体最適を重視し、BPRを実施。

導入成果
 計画作成人員削減、在庫削減、欠品率大幅改善。
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 SCM視点での組織・業務改革を実現。
導入後の発展
 AI 活用により需給最適化を高度化し、業務効率をさらに向上。

(6)需給計画の発展
 AI により予測精度が向上し、リアルタイム対応が可能。
 多様な外部データ（天候・ SNS 等）を活用。
 調達・生産・物流・販売まで、サプライチェーン全体の最適化が進展。
(7)活動事例の紹介
 製造業：生産計画最適化、在庫削減、納期遵守率向上。
 卸売業：多品目・多拠点在庫の可視化と効率化。
 小売業：欠品防止、廃棄ロス削減、顧客満足度向上。
(8)進化する需給システム
 自己学習型AI による高度な需要予測。
 リアルタイム意思決定支援と SCM統合。
 サステナビリティやリスク管理を含めた全体最適の実現。

7.質疑応答
・AI では情報が非常に大切になると思いますが、悪意のある情報を流して他社の足を引っ
張るようなことが出てくると、AI も進化してこれは悪意のある情報だと判断できるよう
になるのでしょうか。
→AI が一度ウソを判断できるようになると、さらにそれをくぐった対策などと言った形
で繰り返されると思います。正直なところ、現代の社会では秘密は皆無に等しく、今
後はさらに秘密にしておくことが難しくなると思います。。

・最近、基幹システムの障害事例がありますが、何が原因であったと考えておられますか。
また、同じようなことが起こらないようにするためにはどうしたらよいとお考えですか。
→事例の話は分からないですが、システムでの障害はゼロにはならないので、一番大切
なことは、どれだけ事前にシミュレーションを重ねているかだと考えています。様々
な障害の事例では、やはり事前のシミュレーションが足りていなかったんだと思いま
す。

・サプライチェーンの中で納期や価格が同じサプライヤーがいた場合に、どうしたら選ん
でもらえるようになるとお考えですか。
→銀行を例にすると分かり易い、同じようにお金を扱って金利もそんなに変わらない。
その中で各銀行がいろんなことをやって新しい商品を開発したりしている。他の業界
でも同様で、周辺業務でどれだけ差別化ができるか、その内容を提案していくことが
大切だと考えます。

・新商品の需要予測は非常に難しいと思うのですが、いかがでしょうか。
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→新商品を出す際の会議の場を想像してほしい。会議では発売がOKになるために、必
ず一番売れる数値が発表され実需とは大きく異なっています。また、新商品を発売し
た際も商品の力だけで売れるのではなく、コマーシャルであったり流行や廃り、さら
にキャラクターをつけるなど、正直出してみないと分からないのが実状だと思います。

・システムがストップしたリカバリーを Excel で業務を回す事例があったが、今後AI が発
達し浸透すると、アナログ的な対応を出来る人材が減り人間系での対応が困難になる考
えるが、それはどれくらいのタイムスパンで考えればよいか。
→2035 年には AI が人間を超えると言われているが、私はそれよりも早くなるのではな
いかと思います。既に、将棋では人間がAI に負ける時代となっています。今後は、AI
をいかに使うかが大切で、例えば、プロのテニスプレイヤーでも素人でも、壁打ちと
いった同じような練習をしていますが、その中身は違うはずです。同じように AI もい
かに使うかが大切だと思います。

以上

（文責：技術士包装物流会 関西支部 板垣大介）
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連携団体

2026 年度連携団体表

2025 年 12 月 31 日

No 法人名 団体名 URL

1
公益

社団法人
日本技術士会 https://www.engineer.or.jp/

2 日本技術士会 経営工学部会

https://www.engineer.or.jp/c_dpt

/industrial/categories/index7607

60.html

3
公益

社団法人
日本包装技術協会 https://www.jpi.or.jp/

4
公益

社団法人
日本ロジスティクスシステム協会 https://www1.logistics.or.jp/

5
一般

社団法人
日本物流資格士会

https://butsuryu-shikakushikai.o

r.jp/

6
一般

社団法人
日本マテリアルフロー研究センター https://ryuken-jmfi.or.jp/

7 日本包装コンサルタント協会 https://jpackca.com/

8 日本包装専士会 https://www.housou-senshikai.jp/

9 日本包装管理士会 https://www.ippj.net/

１0 日本マテリアル・ハンドリング（MH）協会 https://www.jmhs.gr.jp/
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編集後記

会報 76 号編集にあたり

技術士包装物流会 広報部会

下村 充

技術士包装物流会会員の皆様、本年も宜しくお願いします。広報部会にご協力を賜り、

厚く御礼申し上げます。

２０２５年はお米をはじめとした食品の値上がりが続いた１年でした。暑い夏は期間が

長く、より暑くなり、冬にはクマの出没が市街地まで及びました。そのような中、４月か

ら１０月までの６ヶ月間、関西万博が開催され、当会でも見学会が開催されました。ホー

ムページをより見やすく、より閲覧回数が増えるように改善すべく、引き続き対応してい

きます。

対外向けの発信として、業界向けの雑誌「月刊マテリアルフロー」や「月刊カートン＆

ボックス」に当会のページを設けています。当会ページへの寄稿をお願いします。雑誌の

購読もご検討下さい。

円安が続き、食料品が高騰しています。また気候変動による漁業の不漁、野菜や果物へ

の影響が懸念されます。一方、揮発油税、軽油引取税が２０２６年４月に廃止される予定

です。

２０２６年が良い一年になることを期待するとともに、技術士包装物流会の更なる活躍

とすべく、会員皆様のご支援、ご協力を賜りますよう、お願いします。

以上
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